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Ⅰ 実施概要 

１ 実施目的 
  政策評価の一環として、第７次鹿角市総合計画の成果指標に係るデータを把握するとともに、各

施策に対するニーズ（需要）を調査・把握し、今後の政策推進に活用するほか、広聴の一環として
市⺠の意見を市政に反映することを目的とします。 

２ 設問構成 
設問 設問の趣旨 担当課 

１ あなた自身について 性別、年代、居住地区 − 

２ 市の政策について 
第７次鹿角市総合計画前期基本計画の各戦略における 
取組方針ごとの満足度と重要度の把握 

政策企画課 

３ 運動の実施状況について 運動や生活活動の頻度とその時間の把握 スポーツ振興課 

４ 中心市街地について 中心市街地の生活環境に対する満足度と不満要因の把握 政策企画課 

５ 公共交通について 
バス（予約型乗合タクシーを含む）または鉄道の利用頻度と外出
目的及び日常生活で公共交通に不便を感じている人の割合 

観光交通課 

６ コモッセの利用状況について コモッセの利用状況の把握 生涯学習課 

７ 芸術鑑賞について 芸術鑑賞した割合の把握 生涯学習課 

８ カーボンニュートラルについて 
「2030 ゼロ・カーボンシティ宣言」の認知度及びかづのパワーの
認知度・関心 

商工振興課 

９ 鹿角高校について 
「鹿角高校に対する印象・認識」「鹿角高校生を身近に感じている
か」「卒業生へ期待する地域社会との関わり方」「身に着けてほし
い力」の把握 

教育総務課 

10 市の情報発信方法について 
実際利用している情報取得ツールの確認及び SNS による情報発
信ターゲットの把握 

デジタル戦略・
広報室 

11 若者の居場所・学び・挑戦の 
拠点づくりについて 

「取組を進めることへの市⺠の受容度」「実証で重視すべき内容」
「候補施設・運営条件の評価軸」「地域で支える関わり方」「継続・
発展の判断基準」を把握 

政策企画課 

12 医療に対する意識について 
自分が受診すべき診療科目などについての相談窓口を知っている
割合及び相談窓口を知らなかった理由の把握 

地域医療推進室 

13 まちの満足度について まちに活力や魅力、快適な環境があると思う方の割合の把握 政策企画課 

14 自由意見 市に対する提言、改善要望など − 

３ 実施期間 
令和８年５月 28 日（⽊）〜6 月 12 日（金） 

４ 実施対象 
  令和８年５月 28 日時点で住⺠基本台帳に登録されている方のうち、無作為によって抽出した満

年齢 18 歳から 74 歳までの市⺠ 900 人。抽出にあたっては性別、年齢、地域条件を考慮し均衡を
図ったほか、令和５年度から令和７年度までの市⺠アンケート調査対象者を除いています。 

５ 実施方法 
（１）配付  自治会⻑及び広報等配布員による配付（一部郵送） 
（２）回収  郵便（受取人払い）による回収及びインターネット回答による受付 
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花輪
47.6%十和田

32.7%

八幡平
11.9%

尾去沢
7.2%

無回答
0.6%

Ⅱ 回収状況 
１ 回収率 
  54.3％（489 人／900 人） ※令和７年度の回収率 48.6％（437 人／900 人） 
２ 回答者の属性 

 市⺠アンケートの属性別の対象者数、回答者数及び回収率は次のとおりです。構成⽐1は、その区
分の対象者（回答者）が全対象者（回答者）のうち何％を占めているかを表しています。回収率2は、
その区分の対象者数のうち何％3が回答を寄せたかを表しています。 

（1）男女別  

区分 
対象者数 回答者数 

回収率 
人数 構成⽐ 人数 構成⽐ 

男 性 468 52.0% 208 42.5% 44.4% 
女 性 432 48.0% 267 54.6% 61.8% 
その他 - - 6 1.2% - 
無回答 - - 8 1.6% - 

計 900 100% 489 99.9% 54.3% 

（2）年代別 

区分 
対象者数 回答者数 

回収率 
人数 構成⽐ 人数 構成⽐ 

30 歳未満 97 10.8% 38 7.8% 39.2% 
30 代 98 10.9% 42 8.6% 42.9% 
40 代 162 18.0% 80 16.4% 49.4% 
50 代 189 21.0% 105 21.5% 55.6% 
60 代 222 24.7% 136 27.8% 61.3% 

70 歳以上 132 14.7% 83 17.0% 62.9% 
無回答 - - 5 1.0% - 

計 900 100.1% 489 100.1% 54.3% 

（3）地区別 

区分 
対象者数 回答者数 

回収率 
人数 構成⽐ 人数 構成⽐ 

花 輪 433 48.1% 233 47.6% 53.8% 
十和田 294 32.7% 160 32.7% 54.4% 
八幡平 107 11.9% 58 11.9% 54.2% 
尾去沢 66 7.3% 35 7.2% 53.0% 
無回答 - - 3 0.6% - 

計 900 100% 489 100% 54.3% 

 
 

                                                
1 構成⽐ ＝ その区分に属する対象者数（回答者数）÷全対象者数（全回答者数） 
2 回収率 ＝ その区分に属する回答者数÷その区分に属する対象者数 
3 各設問における項目選択の割合（％）は、四捨五入の関係で合計が 100％にならない場合があります。 

男性
42.5%

女性
54.6%

その他（答えたくない・
わからない）

1.2%

無回答
1.6%

30歳未満
7.8% 30代

8.6%

40代
16.4%

50代
21.5%

60代
27.8%

70歳以上
17.0%

無回答
1.0%



                            令和８年度市⺠アンケート報告書 5 

 
 
 
 
 

   Ⅲ 調査の総括 
 

 

  



6 令和８年度市⺠アンケート報告書 

Ⅲ 調査の総括 
 
１ 市の政策について                         ▶詳細分析Ｐ20 

(1) 市が進めている取組に対する満足度 

順位 取組方針 満足度 
スコア 

回答者の割合 
満足 
（5） 

やや満足 
（4） 

普通 
（3） 

やや不満 
（2） 

不満 
（1） 

わから
ない 無回答 

1 位 ⑬ごみの適正処理と資源 
リサイクルの推進 3.38 13.9% 18.4% 51.1% 5.3% 3.1% 5.1% 3.1% 

2 位 ④心身の健康づくり 3.28 9.4% 19.4% 49.7% 6.3% 3.7% 8.4% 3.1% 

3 位 ⑩衛生的で良好な 
生活環境の確保 3.24 12.3% 18.0% 44.6% 9.2% 5.9% 6.7% 3.3% 

4 位 ⑯火災や救急に対する 
体制強化の推進 3.22 6.1% 14.9% 57.7% 4.1% 2.2% 11.9% 3.1% 

5 位 ㉑自ら学び、行動する 
社会人の支援 3.12 4.7% 13.9% 52.1% 7.6% 2.9% 15.1% 3.7% 

市が進めている取組に対して、満足度スコアが最も高かったのは、「ごみの適正処理と資源
リサイクルの推進」です。ごみの分別が簡便であり、負担を感じさせないことや、継続的な意
識啓発で市⺠の環境意識が向上しました。 

２番目は「心身の健康づくり」です。ライフステージに応じた切れ目ない健康づくりが評価
されました。 

３番目は「衛生的で良好な生活環境の確保」です。水洗化の着実な普及や、安全な水道水の
安定供給が評価されました。 

４番目は「火災や救急に対する体制強化の推進」です。迅速な出動態勢により、安全・安心
な暮らしを支える体制が整っていることが評価されました。 

５番目は「自ら学び、行動する社会人の支援」です。市⺠の自発的な学習活動の促進やコモ
ッセなどの文化・芸術拠点の機能の充実が評価されました。 
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(2) 今後のまちづくりに対する重要度 

順位 取組方針 重要度 
スコア 

回答者の割合 
重要 
（5） 

やや重要 
（4） 

普通 
（3） 

あまり重要
でない(2) 

重要でない
（1） 

わから
ない 無回答 

１位 ⑤適切な医療を受けられ
る体制の整備 4.53 61.1% 21.3% 10.4% 0.4% 0.2% 1.8% 4.7% 

２位 ①地域産業の 
成⻑に対する支援 4.24 40.7% 28.4% 17.2% 0.8% 0.4% 8.2% 4.3% 

３位 ⑦地域ぐるみの 
子育て支援の充実 4.23 42.3% 25.8% 18.2% 1.0% 0.6% 6.7% 5.3% 

４位 ②市⺠等の意欲のある 
就労・就農への支援 4.21 40.9% 28.0% 18.0% 0.8% 0.8% 7.0% 4.5% 

５位 
③産業の担い手の確保 

4.07 
35.4% 26.6% 21.3% 2.7% 0.8% 8.6% 4.7% 

⑲子どもから⻘少年まで
の生きる力の育成 36.0% 24.7% 27.6% 0.8% 0.2% 5.1% 5.5% 

今後のまちづくりに対して、重要度スコアが最も高かったのは「適切な医療を受けられる体制
の整備」です。脳神経外科や産婦人科の充実を求める意見のほか、医師、看護師だけではなく、
理学療法士、作業療法士といった医療の担い手を目指す学生への支援を求める意見も出されまし
た。 

２番目は「地域産業の成⻑に対する支援」で、基盤産業である農業の魅力発信に対する支援や、
教育体制の整備や賃金の引上げといった企業の内部改善に関する意見も出されました。 

３番目は「地域ぐるみの子育て支援の充実」で、熊の出没による屋外の子どもの遊び場を懸念
する意見がありました。 

４番目は「市⺠等の意欲のある就労・就農への支援」で、空き家を活用した企業誘致や、これ
まで市内にない職種の企業誘致により職業選択の幅を増やす取り組みをしてほしいなどの意見
が出されました。 

５番目は「産業の担い手の確保」「子どもから⻘少年までの生きる力の育成」で、それぞれ、市
外からの就職のための住居の支援や、小中学生の部活動に関する移動手段の支援、部活動の地域
移行についての指導者の待遇改善への支援といった意見が出されました。 
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本市の 32 の取組方針における「満足度」と「重要度」の回答結果からそれぞれの平均を求め、
縦軸に満足度、横軸に重要度をとり、散布図として表しています。散布図では、「満足度」と「重
要度」の平均値から４つの領域に分けることができ、特に右下の領域は市⺠の満足度が低く、か
つ今後のまちづくりにとって重要度が高いと考えている「重点化領域」となり、重点的な改善が
求められる分野となります。 

満足度・重要度が共に平均値を上回るのは、「④心身の健康づくり」、「⑩衛生的で良好な生活
環境の確保」、「⑮災害への対応力のある地域づくり」、「⑯火災や救急に対する体制強化を推進」、
「⑲子どもから⻘少年までの生きる力の育成」であり、今後も重点的に取組を継続していく分野
といえます。 

一方、平均値に対して満足度が下回り、重要度が上回るのは、「①地域産業の成⻑に対する支
援」、「②市⺠等の意欲のある就労・就農への支援」、「③産業の担い手の確保」、「⑤適切な医療を
受けられる体制の整備」、「⑦地域ぐるみの子育て支援の充実」、「⑧高齢者のいきいきとした暮ら
しの支援」、「⑪安全・安心な住まいづくりの推進」、「⑫地域に合った公共交通手段の確保」、「⑰
災害に強いまちの基盤整備を推進」、「㉓販売重視型農業と 6 次産業化の推進」、「㉔稼げる観光振
興の推進」の 11 項目でした。 

医師や医療従事者の不足が顕在化する中で、適切な医療を受けられる体制の整備や、子育て・
高齢者福祉の充実については、地域の暮らしを守るため、必要な医療水準の維持と切れ目のない
支援体制の確保が求められています。また、人口減少が進み、若者をはじめとする担い手の確保
が難しくなる中、産業振興と産業人材の確保についても、市の重要な課題として市⺠に認識され
ています。加えて、安全・安心や防災など、住環境に関わる分野の重要度も高い結果となってい
ます。 

⑬ごみの適正処理と資源リサイクルの推進
④心身の健康づくり

⑩衛生的で良好な生活環境の確保

⑯火災や救急に対する体制強化の推進㉑自ら学び、行動する社会人の支援
㉗文化財の保存への取組

⑮災害への対応力のある地域づくり

⑱防犯や交通安全の推進

⑳地域の特色ある教育活動の実施㉕スポーツの力でまちの魅力向上
⑭緑と水の映えるまちの環境の保護

⑲⼦どもから⻘少年までの生きる力の育成
㉘ヘリテージ・ツーリズムの推進㉛多様な主体の力で共に発展

㉒人や地域の活力を生む交流の促進

⑨誰もが尊重され、社会参加できる地域づくり

⑦地域ぐるみの⼦育て支援の充実

⑰災害に強いまちの基盤整備を推進

⑧高齢者のいきいきとした暮らしの支援

㉓販売重視型農業と６次産業化の推進
㉚未来技術の導入の推進

㉖次世代産業の創出への取組

⑪安全・安心な住まいづくりの推進㉙効率的な行財政運営の推進
②市⺠等の意欲のある就労・就農への支援

⑥結婚の希望が叶うための応援

①地域産業の成⻑に対する支援

③産業の担い手の確保

㉔稼げる観光振興の推進

㉜コンパクトなまちづくりの推進

⑫地域に合った公共交通手段の確保

⑤適切な医療を受けられる体制の整備
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２ 運動の実施状況について 
週１回以上の頻度で運動やスポーツを実施する市⺠の割合 ▶詳細分析Ｐ30 

基準値（R1） R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標値（R7） 

52.2% 52.8% 61.5% 57.0％ 62.5％ 55.9％ 55.0％ 65.0% 
（第３次鹿角市スポーツ推進計画成果指標） 

 
日常的なスポーツ活動の実施率は 55.0％となり、前年度を 0.9 ポイント、目標値を 10.0 ポイ

ント下回りました。 
一方、年代別では、60 歳代を除くすべての年代で前年度を上回っており、特に 30〜40 歳代が

大きく増加しています。 
運動やスポーツ活動に対する意識が醸成され、一人ひとりの健康への関心が高まり、健康づく

りの一環としてスポーツに取り組んでいるものと考えられます。 
市で実施しているタートルマラソン大会など、誰もが参加できるスポーツイベントの開催を通

じて、運動やスポーツに取り組むきっかけとなる機会を継続的に提供しているほか、気軽に取り
組むことができるニュースポーツの紹介や出前講座等による運動の機会の提供などを通じて、運
動実施率の向上を目指します。 
 
３ 中心市街地について 

中心市街地の環境に満足している市⺠の割合 ▶詳細分析Ｐ32 

基準値（H30-R2 平均） R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標値（R7） 

53.6% 58.1% 55.9% 58.1％ 55.9％ 54.9％ 59.1％ 60.0% 
（鹿角市中心市街地活性化プラン数値目標） 

 
「満足」「やや満足」と回答した割合は 59.1％で前年度を 4.2 ポイント上回りました。 

 基準値である 53.6％を 5.5 ポイント上回り、過去 5 年間で最も高くなりましたが、目標値よ
り 0.9 ポイント下回る結果となりました。 
 特に、女性と若年層で大幅な満足度の向上が見られました。 

一方、不満を感じる理由として、前年度と同様に、公共交通機関の不便さや、飲食店など商
業施設の少なさによる活気の乏しさなどが挙げられています。  
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４ 公共交通について 
数年間、公共交通を利用したことのない人の割合 ▶詳細分析Ｐ34 

− R2 R3 R4 R5 R6 R7 − 

− 70.8％  −   −   −  77.8％ 79.8％ − 
（地域公共交通計画参考指標） 

公共交通に不便を感じる市⺠の割合 ▶詳細分析Ｐ36 

− R2 R3 R4 R5 R6 R7 − 

− 20.2%  −   −   −  22.4% 18.6％ − 
（地域公共交通計画参考指標） 

公共交通機関を「数年間利用したことがない」との回答は 79.8％で、前回調査の 77.8％から
2.0 ポイント増加しています。一方で、不便を「感じる」との回答は 18.6％と、前回から 3.8 ポ
イント減少していますが、「あまり利用しないのでわからない」との回答が、71.2％と前回から
3.0 ポイント増加していることから、不便さが解消したというより利用しない方が増加による変
化と考えられます。 
 
５ コモッセの利用状況について 

１年間にコモッセを利用した割合 ▶詳細分析Ｐ37 

− R2 R3 R4 R5 R6 R7 − 

− 50.6% 54.7% 62.5％ 60.2％ 66.6％ 63.6％ − 
 

コモッセを利用した人は、全体で 63.6％となり、前年度より 3.0 ポイント減少しました。 
 特に、50 歳代と 70 歳以上の割合が 65％以上と高くなりました。また、男女別、年代別、地域
別のどの区分でも 54％以上となり、多くの市⺠から広く使われていることが分かります。 
 利用しない理由としては、行く機会がない、用事がないと回答した人が多く、各施設が連携し
た事業の充実や、情報発信に工夫が必要です。 
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６ 芸術鑑賞について 
１年間に文化芸術鑑賞に親しんだ割合 ▶詳細分析Ｐ38 

− R2 R3 R4 R5 R6 R7 − 

− 23.0% 26.5% 44.1％ 43.7％ 40.7％ 44.4％ − 

芸術鑑賞をした人の割合は 44.4％で前年度より 3.7 ポイント増加し、過去最高となりました。
また、鑑賞した人のうち、コモッセの文化ホールで鑑賞した人の割合は 68.6％で前年度より 2.3
ポイント増加しました。 

文化ホールでは、身近なところで質の高い芸術を提供することを目的とし、限られた事業数で
ニーズに沿った内容に加え、多くの市⺠が鑑賞による幸福感、満足感を得られるような公演を検
討してまいります。 
 
７ カーボンニュートラルについて 

「鹿角市２０３０ゼロ・カーボンシティ宣言」の認知度 ▶詳細分析Ｐ40 

− R2 R3 R4 R5 R6 R7 − 

−  −   32.3% 39.6% 38.4% 47.1％ 40.3％ − 

ゼロ・カーボンシティ宣言の認知度は 40.3％と、前年度より 6.8 ポイント減少したものの、過
去２番目の高さであり、「ゼロ・カーボンシティ」や「カーボンニュートラル」といった言葉が市
内に浸透しつつあることがうかがえます。また、女性や若年層においては依然として認知度が低
く、今後の課題と捉えています。 

 
 かづのパワーについて 

「再エネ電力を市内に供給していること」について 
知っている人の割合 

42.5% 
▶詳細分析Ｐ41 

利用に関心のある人の割合 37.4% 

「かづのパワーが再エネ電力を市内に供給していること」についての認知度は 42.5 ％、利用
への関心は 37.4 ％であり、認知度と利用への関心との間にギャップがあることが分かりました。 

施策全体の底上げを図るため、情報発信による普及啓発を強化するとともに、各種補助制度の
活用促進やかづのパワーを通じた再生可能エネルギーの利用推進などを通じて、市⺠一人ひとり
がゼロカーボンの担い手であるという意識を醸成し、その取組が自身の生活に直結していること
を実感していただけるよう、より効果的な施策を展開してまいります。 
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８ 鹿角高校について                                                ▶詳細分析Ｐ42 

鹿角高校に対する市⺠の印象では、「普段どんな活動をしているか、情報が届いておらずよく
わからない」が 44.5％と最も高い一方、「進学・就職や部活動などで、実績を出している」が 44.1％
で同水準となり、日頃の活動や特色が十分には伝わっていない部分があるものの、実績は一定程
度認識されている状況がうかがえます。 

鹿角高校との関わりや高校生の存在を 
ある程度以上身近に感じる割合 

30.7% ▶詳細分析Ｐ43 

高校生や学校との関わりについては、「身近に感じる」「ある程度感じる」が計 30.7％に対し、
「あまり感じない」「ほとんど感じない」が計 58.9％と上回りました。特に十和田地区では「ほ
とんど感じない」が 46.3％と高く、地域によって鹿角高校との親近感に差が見られます。 

鹿角高校で学んだ生徒たちに期待する将来像としては、「いったん鹿角を離れても、いつかは
戻り、外で得た経験を活かしてくれる人」が 33.9％で最も高く、「国内外で活躍する人」が 30.7％
で続きました。地域定着のみを求めるのではなく、外での経験を地域に還元する人材への期待が
表れています。 

また、身に付けてほしい力としては、「社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題を見つけ、解決に
向けて挑戦し続ける力」が 38.7％で最も高くなり、「多様な価値観を持つ人々と、互いに尊重・
協力し合う力」が 31.7％で続きました。 

これらの結果から、市⺠は鹿角高校に対し、地域とのつながりを保ちながら、広い視野を持ち、
社会の変化に対応できる人材育成を期待していることが分かります。 

 

順位 鹿角高校についてのイメージや印象 割合 回答者数 
１位 普段どんな活動をしているか、情報が届いておらずよくわからない 44.5% 214 人 
２位 進学・就職や部活動などで、実績を出している（出そうとしている） 44.1% 212 人 
３位 鹿角高校ならではの特色が見えにくい 31.0% 149 人 
４位 生徒の礼儀やマナーが良く、明るい雰囲気がある 17.0%  82 人 
５位 地域行事やボランティアなど、地域社会との関わりが深い 16.2%  78 人 
６位 その他  6.0%  29 人 

順位 鹿角高校の生徒が将来どのような大人になってほしいか 割合 回答者数 
１位 いったん鹿角を離れたとしても、いつかは戻り、外で得た経験を活かしてくれる人 33.9% 166 人 
２位 鹿角に限らず、自らの目標に向かって国内外で活躍する人 30.7% 150 人 
３位 鹿角を離れても、つながりを持ち続け、応援してくれる人 18.6%  91 人 
４位 鹿角に愛着を持ち、住み続けながら、地域産業など地域の発展を支える人 13.9%  68 人 

順位 鹿角高校の生徒にどのような力を身に付けてほしいか 割合 回答者数 
１位 社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題を見つけ、解決に向けて挑戦し続ける力 38.7% 189 人 
２位 多様な価値観を持つ人々と、互いに尊重・協力し合う力 31.7% 155 人 

３位 
鹿角への愛着や地域への理解 

12.7%  62 人 
グローバルな視野で社会を見る力 
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９ 市の情報発信方法について                      ▶詳細分析Ｐ46 

「広報かづの（広報紙）」が 78.4％と最も高く、「コミュニティ FM ラジオ」34.1％、「メール
配信サービス」27.7％、「新聞」19.3％、「ホームページ」15.8％、「SNS」9.8％と続きました。 

ＳＮＳを利用している人の割合 65.6% ▶詳細分析Ｐ47 

 

全体の 65.6％が SNS を「利用している」と回答し、利用する SNS の種類は「LINE」95.0％、
「Instagram」49.2％、「X」31.0％、「Facebook」17.6％という結果でした。 

年代別では差が明確であり、SNS 利用率は、30 歳未満 94.7％、30 代 92.9％と若年層で非常に
高く、年代が上がるにつれて低下し、70 歳以上では 28.9％にとどまりました。 

いずれの設問でも年代による差が顕著で、若年層では SNS 利用率が高い一方、広報紙の利用
率は年代が上がるほど高い傾向がみられます。幅広い世代へ確実に情報を届けるため、広報紙な
どの既存媒体を維持しつつ、若年層向けに LINE を基盤とした SNS 発信を強化していく必要が
あります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 市からの情報を入手する手段として実際に利用し、欠かせないもの 割合 回答者数 
１位 広報かづの（広報紙） 78.4% 381 人 
２位 コミュニティＦＭラジオ（鹿角きりたんぽＦＭ） 34.1% 165 人 
３位 メール配信サービス 27.7% 133 人 
４位 新聞 19.3%  95 人 
５位 ホームページ 15.8%  77 人 
６位 ＳＮＳ  9.8%  47 人 
７位 何も情報を入手していない  6.2%  30 人 

順位 利用しているＳＮＳ 割合 回答者数 
１位 ＬＩＮＥ（ライン） 95.0% 303 人 
２位 Instagram（インスタグラム） 49.2% 157 人 
３位 Ｘ（エックス） 31.0%  99 人 
４位 Facebook（フェイスブック） 17.6%  56 人 
５位 その他  2.2%   7 人 
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10 若者の居場所・学び・挑戦の拠点づくりについて            ▶詳細分析Ｐ49 

全体の 60.0％が「積極的に進めるべきだと思う」又は「まずは試行し、効果を見ながら進める
べきだと思う」と回答しており、試行を含め、取組を進めることに肯定的な回答が過半数を占め
ています。 

一方、「既存の活動や施設利用の充実を優先すべきだと思う」と「財政負担や人員体制を踏ま
え、慎重に検討すべきだと思う」を合わせると 25.0％となっており、取組を進める際には、既存
事業との役割分担や財政・運営体制について丁寧に示す必要があります。 

 

「必要性をあまり感じない」又は「わからない」と回答した人の理由としては、「他に優先すべき
施策があると思うため」が 27.3％で最も高く、次いで「まずは試行の結果を見てから判断したい
と思うため」が 16.4％、「新たに試行するより、既存の施設利用や既存の活動で対応できると思
うため」が 14.5％となっています。 

最も多かった「他に優先すべき施策があると思うため」という回答から、取組の必要性だけで
なく、他の施策との優先順位や費用対効果を明確にすることが求められています。 

また、「まずは試行の結果を見てから判断したい」という回答も一定数みられることから、現
時点で取組そのものに反対しているとは限らず、試行によって効果や課題を検証し、その結果を
示すことが判断材料になると考えられます。  

 
 
 
 

順位 本市が、既存公共施設を活用し、中高生や若者が 
立ち寄れる場を試行することについて 

割合 回答者数 

１位 まずは試行し、効果を見ながら進めるべきだと思う 30.3% 148 人 
２位 積極的に進めるべきだと思う 29.7% 145 人 
３位 財政負担や人員体制を踏まえ、慎重に検討すべきだと思う 12.9%  63 人 
４位 必要性は理解できるが、既存の活動や施設利用の充実を優先すべきだと思う 12.1%  59 人 
５位 わからない  8.2%  40 人 
６位 必要性をあまり感じない  3.3%  16 人 

順位 中高生や若者が立ち寄れる場を試行する場合、「必要性をあ
まり感じない」又は「わからない」と回答した人の理由 

割合 回答者数 

１位 他に優先すべき施策があると思うため 27.3%  15 人 
２位 まずは試行の結果を見てから判断したいと思うため 16.4%   9 人 
３位 新たに試行するより、既存の施設利用や既存の活動で対応できると思うため 14.5%   8 人 
４位 財政負担や人員体制への影響を慎重に考える必要があるため 12.7%   7 人 
５位 施設管理や安全管理、トラブル対応への懸念があるため  5.5%   3 人 
６位 その他  3.6%   2 人 
７位 周辺住⺠や既存利用者との共存に配慮が必要だと思うため  1.8%   1 人 
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「気軽に立ち寄り、安心して過ごせる時間をつくること」が 61.9％で最も高く、次いで「Wi-
Fi・電源など、スマートフォンやパソコンを使いやすい環境を整えること」が 43.5％、「友人同
士で交流したり、自由に過ごせる雰囲気をつくること」が 36.7％となっています。 

安心して過ごせる居場所を基本としながら、デジタル環境、自由に過ごせる雰囲気、勉強・読
書、若者の挑戦機会などの複数の機能を組み合わせることが求められています。 

 

「学校・仕事帰りや休日に立ち寄りやすいこと」が 65.8％で最も高く、次いで「安心して利用
でき、見守りや管理がしやすいこと」が 60.4％、「公共交通・送迎・冬期間を含め、通いやすい
こと」が 52.3％となっています。 

このことから、施設の内容だけでなく、立地や開設時間、移動手段、安全管理など、実際に継
続して利用できる環境を整えることが重要であると考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 
中高生や若者が立ち寄れる場を試行する場合、 
特に重視すべき内容について 

割合 回答者数 

１位 気軽に立ち寄り、安心して過ごせる時間をつくること 61.9% 253 人 
２位 Wi-Fi・電源など、スマホやパソコンを使いやすい環境を整えること 43.5% 178 人 
３位 友人同士で交流したり、自由に過ごせる雰囲気をつくること 36.7% 150 人 
４位 勉強や読書、調べものができる環境を整えること 34.7% 142 人 
５位 若者が企画や地域活動に挑戦できる機会をつくること 34.5% 141 人 
６位 地域の大人や社会人に相談・交流できる機会をつくること 26.4% 108 人 
７位 大学生や市外の若者と交流できる機会をつくること  9.0%  37 人 
８位 わからない  3.2%  13 人 

順位 中高生や若者が立ち寄れる場を試行する場合、 
場所や運営の条件として特に重視すべき内容について 

割合 回答者数 

１位 学校・仕事帰りや休日に立ち寄りやすいこと 65.8% 269 人 
２位 安心して利用でき、見守りや管理がしやすいこと 60.4% 247 人 
３位 公共交通・送迎・冬期間を含め、通いやすいこと 52.3% 214 人 
４位 活動内容に応じて、スペースを使い分けやすいこと 26.7% 109 人 
５位 既存利用者や周辺住⺠と共存しやすいこと 21.5%  88 人 
６位 整備費や運営負担を抑えられること 13.7%  56 人 
７位 開設日や利用時間を設定しやすいこと 12.0%  49 人 
８位 わからない  1.5%   6 人 
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地域の大人や市⺠に期待する関わり方としては、「地域行事や体験活動に協力する」が 41.6％
で最も高く、次いで「温かく見守る」が 41.3％、「活動場所・体験機会・地域課題を提供する」
が 34.2％となっています。 

「特に必要だと思うことはない」は全体の 2.9％にとどまっており、多くの市⺠が、方法は異
なるものの、地域が何らかの形で若者を支える必要があると考えていることがうかがえます。 
 

「中高生や若者が継続して利用し、安心して過ごせていること」が 59.4％で最も高くなって
います。 

次いで、「鹿角の仕事・暮らし・地域課題への関心につながっていること」が 42.5％、「若者
の挑戦や企画参加につながっていること」が 37.4％となっています。このことから、単に利用
者数を確保するだけでなく、地域への関心や若者の主体的な活動につながっているかを検証す
ることが求められています。 

一方、「騒音・ごみ・トラブルが少なく、周囲と共存できていること」は 33.7％、「費用や人
員の負担が、効果に見合っていること」は 23.2％となっています。継続・発展の判断に当たっ
ては、若者への効果に加え、周辺との共存や運営負担も含めて総合的に評価する必要がありま
す。 
 
 
 

順位 
このような取組を地域で支えていくために、 
地域の大人や市⺠にどのような関わり方が必要かについて 

割合 回答者数 

１位 地域行事や体験活動に協力する 41.6% 170 人 
２位 温かく見守る 41.3% 169 人 
３位 活動場所・体験機会・地域課題を提供する 34.2% 140 人 
４位 関わり方を学ぶ機会をつくる 30.8% 126 人 

５位 話を聞く・相談に乗る 30.6% 125 人 
若者の企画や活動を手伝う 

７位 仕事や経験、地域の知識を伝える 29.6% 121 人 
８位 特に必要だと思うことはない  2.9%  12 人 

順位 こうした取組を試行した後、継続・発展を判断する際に、 
特に重視すべきことについて 

割合 回答者数 

１位 中高生や若者が継続して利用し、安心して過ごせていること 59.4% 243 人 
２位 鹿角の仕事・暮らし・地域課題への関心につながっていること 42.5% 174 人 
３位 若者の挑戦や企画参加につながっていること 37.4% 153 人 
４位 騒音・ごみ・トラブルが少なく、周囲と共存できていること 33.7% 138 人 
５位 地域の大人・企業・団体の協力が生まれていること 25.4% 104 人 
６位 費用や人員の負担が、効果に見合っていること 23.2%  95 人 
７位 大学生・社会人など、多様な人との交流や学びにつながっていること 15.6%  64 人 
８位 オンライン講座・AI・データ活用などの学びにつながっていること  9.5%  39 人 
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11 医療に対する意識について 
どこで受診したらよいか相談できる窓口として、 
知っているものがある人の割合 

69.7% ▶詳細分析Ｐ55 

 

約 3 割の人は受診の際の相談窓口として知っているものがないという結果となりました。 
相談窓口を知っている人は、そのうち 87.2%の人がかかりつけ医を相談窓口に挙げていま

す。日常的な疾患の診療や慢性疾患の継続管理等の初期診療を担う開業医をかかりつけ医とす
ることで、初期救急や二次救急を担う医療機関との役割分担が進むことを、更に啓発していく
必要があります。 
 

 受診すべき診療科がわからなかったり、相談窓口を知らない人が、そのために総合病院を受
診したり、救急外来を利用すると、真に医療を必要とする人へ医療が行き届かなくなる恐れが
あるほか、医療のひっ迫につながる可能性があるため、受診フローの周知など受診行動を見直
すきっかけづくりが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 知っている相談窓口 割合 回答者数 

１位 かかりつけ医 87.2% 292 人 
２位 テレフォン病院２４（0120-959-783） 24.5%  82 人 
３位 かかりつけ医以外の医療関係者 15.8%  53 人 
４位 ♯８０００（子ども医療電話相談）  7.2%  24 人 

５位 インターネットでの情報検索やＳＮＳでの相談  0.3%   1 人 
その他 

順位 相談窓口を知らなかった理由 割合 回答者数 

１位 知る機会がなかったから 37.7% 52 人 
２位 救急外来を利用するから 27.5% 38 人 
３位 総合病院を受診するから 20.3% 28 人 
４位 知る必要がなかったから  6.5%  9 人 
５位 その他  3.6%  5 人 
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12 まちの満足度について                        ▶詳細分析Ｐ58 

第７次鹿角市総合計画前期基本計画における戦略目標について、各分野の取組がどのように
評価されているかを把握することを目的としています。 

（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合） 

設問項目 R1（基準値） R7 基準値との差

１．市の産業（会社、店舗、農業など）は元気で活力があると思う 19.5% 20.6%  ＋1.1 
２．心身ともに健康に暮らせていると思う  58.7% 48.8%  ▲9.9 
３．生活環境が快適なまちだと思う  49.7% 44.0%  ▲5.7 
４．安全で安心して暮らせるまちだと思う 77.6% 66.1%  ▲11.5 
５．市外から人が訪れたくなる魅力のあるまちだと思う  23.4% 20.9%  ▲2.5 
６．文化遺産が豊富で誇れるまちだと思う  51.3% 51.8%  ＋0.5 
７．自分に必要な行政サービスが受けられていると思う  59.8% 51.3%  ▲8.5 

 ７つの設問のうち、５つの満足度で基準値を下回りました。 
満足度の低下には、物価高騰などの経済的な要因や、医師不足など医療提供体制などへの不安

など、経済的・社会的な複数の課題が複合的に影響していると考えられます。 
特に、７つの設問のうち最も満足度が高い「安全で安心して暮らせるまちだと思う」について、

基準値から大幅にポイントが低下した背景としてはクマの出没が大きく影響していると推察さ
れます。 

これらの要因に対して、市⺠一人ひとりの幸福感に寄り添った多角的なアプローチによって、
日常生活における不安の解消や、誰もが自分らしく生きがいを感じられる環境づくりを進めてい
く必要があります。 

同時に、市が行っている事業については、情報を市⺠が適切に受け取れるよう、積極的な情報
発信が求められています。 

一方で、32 の取組方針で見る満足度、重要度については、いずれも昨年と⽐較して全体的にポ
イントが改善しており、明るい兆しもみられることから、令和８年度からスタートした後期基本
計画において、より一層効果的な施策を推進してまいります。  
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Ⅳ 設問別集計結果 
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１ 市の政策について 

設問２ あなたは、市が進めてきた取組にどのくらい満足していますか。また、今後のまちづく
りにとってどのくらい重要であると考えていますか。それぞれ 1 つずつ選んで○をつけて
ください。 

◆市が進めている取組に対する満足度 
 第 7 次鹿角市総合計画前期基本計画の各戦略目標を達成するために定めた 32 の取組方針に関
連する事柄について、５「満足」、４「やや満足」、３「普通」、２「やや不満」、１「不満」、０「わ
からない」の中から１つを選択する形式で「これまでの満足度」に関する状況を調査しています。 

 
（1）全体                                 〔単位：点〕 

順位 取組方針 満足度 
スコア 

回答者の割合 
満足 
（5） 

やや満足 
（4） 

普通 
（3） 

やや不満 
（2） 

不満 
（1） 

わから
ない 無回答 

１位 ⑬ごみの適正処理と 
資源リサイクルの推進  3.38 13.9% 18.4% 51.1% 5.3% 3.1% 5.1% 3.1% 

２位 ④心身の健康づくり  3.28 9.4% 19.4% 49.7% 6.3% 3.7% 8.4% 3.1% 

３位 ⑩衛生的で良好な 
生活環境の確保  3.24 12.3% 18.0% 44.6% 9.2% 5.9% 6.7% 3.3% 

４位 ⑯火災や救急に対する 
体制強化の推進  3.22 6.1% 14.9% 57.7% 4.1% 2.2% 11.9% 3.1% 

５位 ㉑自ら学び、行動する 
社会人の支援   3.12 4.7% 13.9% 52.1% 7.6% 2.9% 15.1% 3.7% 

６位 ㉗文化財の保存への取組  3.10 4.5% 14.1% 50.3% 9.2% 2.9% 15.5% 3.5% 

７位 ⑮災害への対応力のある 
地域づくり  3.09 3.9% 14.1% 55.4% 8.6% 2.9% 11.2% 3.9% 

８位 ⑱防犯や交通安全の推進  3.04 2.5% 11.5% 62.6% 6.5% 3.1% 10.8% 3.1% 

９位 ⑳地域の特色ある 
教育活動の実施  3.02 3.5% 8.8% 51.7% 7.8% 3.3% 19.8% 5.1% 

10 位 ㉕スポーツの力で 
まちの魅力向上  3.00 2.9% 12.1% 49.9% 8.0% 4.9% 18.2% 4.1% 

11 位 ⑭緑と水の映える 
まちの環境の保護 2.99 5.1% 11.2% 53.6% 9.4% 6.3% 10.6% 3.7% 

12 位 ⑲子どもから⻘少年までの 
生きる力の育成 2.92 2.2% 12.3% 45.8% 11.9% 5.7% 17.8% 4.3% 

13 位 ㉘ヘリテージ・ツーリズム 
の推進  2.91 1.4% 6.7% 52.8% 10.2% 3.1% 22.5% 3.3% 

14 位 ㉛多様な主体の力で共に 
発展するまちづくりの推進  2.86 1.4% 7.2% 54.6% 10.0% 5.3% 17.8% 3.7% 

15 位 ㉒人や地域の活力を生む 
交流の促進   2.84 1.4% 6.3% 49.3% 10.8% 4.9% 22.3% 4.9% 

16 位 ⑦地域ぐるみの 
子育て支援の充実  2.83 2.9% 12.9% 37.6% 13.3% 9.2% 20.9% 3.3% 
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順位 取組方針 満足度 
スコア 

回答者の割合 
満足 
（5） 

やや満足 
（4） 

普通 
（3） 

やや不満 
（2） 

不満 
（1） 

わから
ない 無回答 

16 位 ⑨誰もが尊重され、社会 
参加できる地域づくり 2.83 0.8% 5.7% 45.8% 8.0% 5.1% 30.5% 4.1% 

〃 ⑰災害に強いまちの 
基盤整備を推進 2.83 2.5% 8.6% 51.9% 12.9% 7.6% 13.1% 3.5% 

19 位 ⑧高齢者のいきいきとした 
暮らしの支援  2.82 2.7% 11.2% 43.6% 14.5% 8.2% 17.0% 2.9% 

20 位 ㉓販売重視型農業と 
６次産業化の推進  2.80 1.0% 6.7% 45.4% 16.2% 3.5% 22.7% 4.5% 

21 位 ㉚未来技術の導入の推進 2.78 0.8% 4.9% 44.0% 11.9% 4.7% 29.4% 4.3% 

22 位 ㉖次世代産業の創出への 
取組 2.76 0.4% 5.9% 44.6% 11.5% 5.7% 27.6% 4.3% 

23 位 ⑪安全・安心な 
住まいづくりの推進  2.74 2.0% 7.6% 48.1% 16.6% 8.4% 13.7% 3.7% 

〃 ㉙効率的な行財政運営の 
推進  2.74 1.0% 7.0% 47.6% 15.3% 6.7% 17.8% 4.5% 

25 位 ②市⺠等の意欲のある 
就労・就農への支援  2.62 0.6% 7.6% 40.7% 15.7% 10.8% 21.1% 3.5% 

26 位 ①地域産業の成⻑に対する 
 支援  2.59 0.6% 4.7% 38.7% 17.0% 8.8% 27.0% 3.3% 

〃 ⑥結婚の希望が叶うための 
応援  2.59 0.6% 3.1% 40.3% 12.7% 9.4% 31.1% 2.9% 

28 位 ③産業の担い手の確保  2.58 0.8% 6.3% 35.0% 18.0% 9.6% 26.6% 3.7% 

29 位 ㉔稼げる観光振興の推進  2.56 1.0% 5.7% 40.7% 18.6% 11.5% 18.0% 4.5% 

〃 ㉜コンパクトなまちづくり 
の推進  2.56 0.8% 2.9% 43.6% 16.8% 10.0% 21.1% 4.9% 

31 位 ⑫地域に合った 
公共交通手段の確保  2.44 1.0% 6.5% 39.3% 21.9% 17.4% 10.0% 3.9% 

32 位 ⑤適切な医療を受けられる 
体制の整備  2.05 2.0% 5.5% 20.4% 31.9% 32.9% 4.5% 2.7% 
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3.38
3.28
3.24
3.22

3.12
3.10
3.09
3.04
3.02
3.00
2.99

2.92
2.91
2.86
2.84
2.83
2.83
2.83
2.82
2.80
2.78
2.76
2.74
2.74

2.62
2.59
2.59
2.58
2.56
2.56

2.44
2.05

1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

⑬ごみの適正処理と資源リサイクルの推進
④心身の健康づくり

⑩衛生的で良好な生活環境の確保
⑯火災や救急に対する体制強化の推進

㉑自ら学び、行動する社会人の支援
㉗文化財の保存への取組

⑮災害への対応力のある地域づくり
⑱防犯や交通安全の推進

⑳地域の特色ある教育活動の実施
㉕スポーツの力でまちの魅力向上

⑭緑と水の映えるまちの環境の保護
⑲⼦どもから⻘少年までの生きる力の育成

㉘ヘリテージ・ツーリズムの推進
㉛多様な主体の力で共に発展するまちづくりの推進

㉒人や地域の活力を生む交流の促進
⑦地域ぐるみの⼦育て支援の充実

⑨誰もが尊重され、社会参加できる地域づくり
⑰災害に強いまちの基盤整備を推進

⑧高齢者のいきいきとした暮らしの支援
㉓販売重視型農業と６次産業化の推進

㉚未来技術の導入の推進
㉖次世代産業の創出への取組

⑪安全・安心な住まいづくりの推進
㉙効率的な行財政運営の推進

②市⺠等の意欲のある就労・就農への支援
①地域産業の成⻑に対する支援
⑥結婚の希望が叶うための応援

③産業の担い手の確保
㉔稼げる観光振興の推進

㉜コンパクトなまちづくりの推進
⑫地域に合った公共交通手段の確保

⑤適切な医療を受けられる体制の整備

市が進めている取組に対する満足度
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（2）分析結果 

市が進めている取組に対する満足度のスコアの最大値は 3.38、最小値は 2.05、平均は 2.85 と
なりました。 

 
満足度として最も高い評価を得たのは「ごみの適正処理と資源リサイクルの推進」です。破砕

処理場の整備やごみ処理体制の充実により、可燃・不燃ごみの適正処理が進み、市⺠が利用しや
すい環境が整いました。安定した運用やリサイクルの取組が評価されたものと考えられます。 

 
２番目は「心身の健康づくり」です。健診・検診の受診しやすい環境整備や生活習慣病予防、

こころの健康づくり、高齢者のフレイル対策、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を推進
し、ライフステージに応じた健康づくりが評価されたものと考えられます。 

 
３番目は「衛生的で良好な生活環境の確保」です。水道施設の計画的な更新により安定した給

水を維持するとともに、漏水対策や浄化槽整備、下水道施設の計画的な更新を推進し、安全・安
心な生活環境の確保と安定した事業運営が評価されたものと考えられます。 

 
４番目は「火災や救急に対する体制強化の推進」です。消防・救急車両や資機材の更新、十和

田分署の整備により消防・救急体制を強化するとともに、応急手当の普及啓発や消防団の活動環
境整備を進め、安全・安心な地域づくりが評価されたものと考えられます。 

 
５番目は「自ら学び、行動する社会人の支援」です。図書館や文化の杜交流館コモッセを拠点

に、読書活動や文化芸術に親しむ機会を充実させるとともに、かづの人財発掘事業を通じて若者
の主体的な学びと地域活動への参加を促進したこと等が評価されたものと考えられます。 
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◆今後のまちづくりに対する重要度 
 第 7 次鹿角市総合計画前期基本計画の各戦略目標を達成するために定めた 32 の取組方針に関
連する事柄について、５「重要」、４「やや重要」、３「普通」、２「あまり重要でない」、１「重
要でない」、０「わからない」の中から１つを選択する形式で「これからの重要度」に関する状況
を調査しています。 
 

（1）全体                                 〔単位：点〕 

順位 取組方針 重要度 
スコア 

回答者の割合 
重要 
（5） 

やや重要 
（4） 

普通 
（3） 

あまり重要
でない(2) 

重要でない
（1） 

わから
ない 無回答 

１位 ⑤適切な医療を受けられる 
体制の整備  4.53 61.1% 21.3% 10.4% 0.4% 0.2% 1.8% 4.7% 

２位 ①地域産業の成⻑に対する 
支援  4.24 40.7% 28.4% 17.2% 0.8% 0.4% 8.2% 4.3% 

３位 ⑦地域ぐるみの 
子育て支援の充実  4.23 42.3% 25.8% 18.2% 1.0% 0.6% 6.7% 5.3% 

４位 ②市⺠等の意欲のある 
就労・就農への支援  4.21 40.9% 28.0% 18.0% 0.8% 0.8% 7.0% 4.5% 

５位 ③産業の担い手の確保  4.07 35.4% 26.6% 21.3% 2.7% 0.8% 8.6% 4.7% 

〃 ⑲子どもから⻘少年までの 
生きる力の育成 4.07 36.0% 24.7% 27.6% 0.8% 0.2% 5.1% 5.5% 

７位 ⑰災害に強いまちの 
基盤整備を推進 4.06 35.8% 29.0% 26.2% 1.2% 0.4% 3.7% 3.7% 

８位 ㉓販売重視型農業と 
６次産業化の推進  4.05 28.0% 31.9% 21.7% 0.8% 0.2% 10.8% 6.5% 

 9 位 ④心身の健康づくり  4.02 32.7% 28.4% 28.0% 1.0% 0.2% 3.3% 6.3% 

10 位 ⑩衛生的で良好な 
生活環境の確保  4.01 34.8% 23.5% 32.5% 0.4% 0.2% 3.5% 5.1% 

11 位 ⑯火災や救急に対する 
体制強化の推進  4.00 33.9% 23.7% 32.1% 0.6% 0.2% 4.9% 4.5% 

〃 ㉔稼げる観光振興の推進  4.00 30.1% 30.5% 22.5% 1.8% 1.4% 8.2% 5.5% 

13 位 ⑧高齢者のいきいきとした 
暮らしの支援  3.98 30.9% 30.5% 25.6% 1.4% 1.4% 4.9% 5.3% 

〃 ⑫地域に合った 
公共交通手段の確保  3.98 29.7% 33.7% 24.9% 2.5% 0.4% 4.7% 4.1% 

〃 ⑮災害への対応力のある 
地域づくり  3.98 36.0% 27.6% 28.2% 0.4% 0.0% 2.9% 4.9% 

16 位 ⑪安全・安心な 
住まいづくりの推進  3.93 28.4% 30.7% 28.8% 1.8% 0.6% 5.5% 4.1% 

17 位 ⑬ごみの適正処理と 
資源リサイクルの推進  3.91 30.1% 25.2% 37.4% 0.4% 0.2% 2.5% 4.3% 

〃 ⑭緑と水の映える 
まちの環境の保護 3.91 28.8% 27.2% 32.5% 0.4% 1.2% 4.5% 5.3% 

19 位 ⑱防犯や交通安全の推進  3.89 28.6% 25.8% 35.8% 1.2% 0.2% 4.3% 4.1% 
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順位 取組方針 
重要度 
スコア 

回答者の割合 
重要 
（5） 

やや重要 
（4） 

普通 
（3） 

あまり重要
でない(2) 

重要でない
（1） 

わから
ない 無回答 

20 位 ㉖次世代産業の創出への 
取組  3.85 23.1% 27.6% 28.8% 2.2% 0.8% 11.9% 5.5% 

21 位 ⑳地域の特色ある 
教育活動の実施  3.83 24.7% 25.6% 35.0% 1.4% 0.6% 8.2% 4.5% 

22 位 ㉙効率的な行財政運営の 
推進  3.82 22.7% 24.3% 34.8% 0.6% 0.4% 11.0% 6.1% 

23 位 ㉚未来技術の導入の推進  3.81 20.9% 25.6% 29.0% 2.2% 0.8% 14.9% 6.5% 

24 位 ⑥結婚の希望が叶うための 
応援  3.80 27.0% 22.5% 25.4% 4.9% 2.7% 11.7% 5.9% 

25 位 ㉒人や地域の活力を生む 
交流の促進   3.79 20.9% 29.4% 33.3% 1.2% 1.0% 8.2% 5.9% 

26 位 ⑨誰もが尊重され、社会 
参加できる地域づくり 3.77 22.1% 26.0% 31.9% 2.5% 1.4% 11.0% 5.1% 

27 位 ㉗文化財の保存への取組  3.75 22.1% 27.4% 33.1% 3.3% 1.4% 7.8% 4.9% 

28 位 ㉑自ら学び、行動する 
社会人の支援   3.72 21.3% 25.8% 37.8% 2.2% 1.2% 7.0% 4.7% 

29 位 ㉜コンパクトなまちづくり 
の推進  3.70 21.7% 23.7% 33.1% 2.9% 2.7% 10.4% 5.5% 

30 位 ㉕スポーツの力で 
まちの魅力向上  3.59 18.6% 24.7% 36.0% 4.3% 3.3% 8.0% 5.1% 

31 位 ㉘ヘリテージ・ツーリズム 
の推進  3.58 15.1% 24.9% 37.2% 4.1% 1.4% 12.3% 4.9% 

32 位 ㉛多様な主体の力で共に 
発展するまちづくりの推進  3.50 14.3% 21.9% 41.7% 4.1% 2.2% 10.4% 5.3% 
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4.53
4.24
4.23
4.21

4.07
4.07
4.06
4.05
4.02
4.01
4.00
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3.98
3.98
3.98

3.93
3.91
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3.89
3.85
3.83
3.82
3.81
3.80
3.79
3.77
3.75
3.72
3.70

3.59
3.58

3.50

1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

⑤適切な医療を受けられる体制の整備
①地域産業の成⻑に対する支援

⑦地域ぐるみの⼦育て支援の充実
②市⺠等の意欲のある就労・就農への支援

③産業の担い手の確保
⑲⼦どもから⻘少年までの生きる力の育成

⑰災害に強いまちの基盤整備を推進
㉓販売重視型農業と６次産業化の推進

④心身の健康づくり
⑩衛生的で良好な生活環境の確保

⑯火災や救急に対する体制強化の推進
㉔稼げる観光振興の推進

⑧高齢者のいきいきとした暮らしの支援
⑫地域に合った公共交通手段の確保
⑮災害への対応力のある地域づくり
⑪安全・安心な住まいづくりの推進

⑬ごみの適正処理と資源リサイクルの推進
⑭緑と水の映えるまちの環境の保護

⑱防犯や交通安全の推進
㉖次世代産業の創出への取組

⑳地域の特色ある教育活動の実施
㉙効率的な行財政運営の推進

㉚未来技術の導入の推進
⑥結婚の希望が叶うための応援

㉒人や地域の活力を生む交流の促進
⑨誰もが尊重され、社会参加できる地域づくり

㉗文化財の保存への取組
㉑自ら学び、行動する社会人の支援

㉜コンパクトなまちづくりの推進
㉕スポーツの力でまちの魅力向上
㉘ヘリテージ・ツーリズムの推進

㉛多様な主体の力で共に発展するまちづくりの推進

市が進めている取組に対する重要度
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（2）分析結果 
今後のまちづくりに対する重要度に関するスコアの最大値は 4.53、最小値は 3.50、平均は 3.92

となりました。 

今後のまちづくりに対する重要度として、重要度スコアが最も高かったのは「適切な医療を受
けられる体制の整備」です。全体の回答では、「重要」「やや重要」と回答した割合が 82.4％に達
し、高い関心が示されました。特に 30 歳代から 60 歳代では 8 割を超えており、重要性が高く認
識されていることが分かります。自由記述では、脳神経外科や産婦人科の充実を求める意見のほ
か、医師、看護師だけではなく、理学療法士、作業療法士といった医療の担い手を目指す学生へ
の支援を求める意見も出されました。 

 
２番目は「地域産業の成⻑に対する支援」であり、「重要」「やや重要」と回答した割合は全体

で 69.1%にのぼりました。特に、生産年齢層である 30 歳代と 50 歳代では 7 割を超えており、重
要性が高く認識されていることが分かります。基盤産業である農業の魅力発信に対する支援や、
教育体制の整備や賃金の引上げといった企業の内部改善に関する意見も出されました。 

 
３番目は「地域ぐるみの子育て支援の充実」で、「重要」または「やや重要」と回答した割合は

68.1％にのぼりました。特に子育て世代である 30 歳代と 40 歳代で 8 割を超えており、それ以外
の年代でも 6 割を超えています。熊の出没による屋外の子どもの遊び場を懸念する意見がありま
した。 

 
４番目は「市⺠等の意欲のある就労・就農への支援」であり、「重要」「やや重要」と回答した

割合は全体で 68.9%にのぼりました。30 歳代、50 歳代、70 歳以上で７割を超え、全体的に就労・
就農支援の必要性が強く認識されていることがうかがえます。 

空き家を活用した企業誘致や、これまで市内にない職種の企業誘致により職業選択の幅を増や
す取り組みをしてほしいなどの意見が出されました。 

 
５番目は「市内外からの産業の担い手の確保」と「子どもから⻘少年までの生きる力の育成」

で、「重要」「やや重要」と回答した割合は、62.0%と 60.7%でした。 
それぞれ、市外からの就職のための住居の支援や、小中学生の部活動に関する移動手段の支援、

部活動の地域移行についての指導者の待遇改善への支援といった意見が出されました。 
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◆「満足度」と「重要度」によるクロス集計分析 

（1）満足度・重要度を表す散布図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）満足度・重要度をクロス分析する散布図の見方 
本市の 32 の取組方針における「満足度」と「重要度」の回答結果からそれぞれの平均を求め、

縦軸に満足度、横軸に重要度をとり、散布図として表しています。散布図では、「満足度」と「重
要度」の平均値から４つの領域に分けることができ、特にＡ領域は市⺠の満足度が低く、かつ今
後のまちづくりにとって重要度が高いと考えている「重点化領域」となり、重点的な改善が求め
られる分野となります。 
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⑬ごみの適正処理と資源リサイクルの推進
④心身の健康づくり

⑩衛生的で良好な生活環境の確保

⑯火災や救急に対する体制強化の推進㉑自ら学び、行動する社会人の支援
㉗文化財の保存への取組

⑮災害への対応力のある地域づくり

⑱防犯や交通安全の推進

⑳地域の特色ある教育活動の実施㉕スポーツの力でまちの魅力向上
⑭緑と水の映えるまちの環境の保護

⑲⼦どもから⻘少年までの生きる力の育成
㉘ヘリテージ・ツーリズムの推進㉛多様な主体の力で共に発展

㉒人や地域の活力を生む交流の促進

⑨誰もが尊重され、社会参加できる地域づくり

⑦地域ぐるみの⼦育て支援の充実

⑰災害に強いまちの基盤整備を推進

⑧高齢者のいきいきとした暮らしの支援

㉓販売重視型農業と６次産業化の推進
㉚未来技術の導入の推進

㉖次世代産業の創出への取組

⑪安全・安心な住まいづくりの推進㉙効率的な行財政運営の推進
②市⺠等の意欲のある就労・就農への支援

⑥結婚の希望が叶うための応援

①地域産業の成⻑に対する支援

③産業の担い手の確保

㉔稼げる観光振興の推進

㉜コンパクトなまちづくりの推進

⑫地域に合った公共交通手段の確保

⑤適切な医療を受けられる体制の整備
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（３）分析結果 

満足度・重要度が共に平均値を上回るＢ領域（グラフ右上側）は、「④心身の健康づくり」、「⑩
衛生的で良好な生活環境の確保」、「⑮災害への対応力のある地域づくり」、「⑯火災や救急に対す
る体制強化を推進」、「⑲子どもから⻘少年までの生きる力の育成」であり、今後も重点的に取組
を継続していく分野といえます。 

 
一方、平均値に対して満足度が下回り、重要度が上回るのは、「①地域産業の成⻑に対する支

援」、「②市⺠等の意欲のある就労・就農への支援」、「③産業の担い手の確保」、「⑤適切な医療を
受けられる体制の整備」、「⑦地域ぐるみの子育て支援の充実」、「⑧高齢者のいきいきとした暮ら
しの支援」、「⑪安全・安心な住まいづくりの推進」、「⑫地域に合った公共交通手段の確保」、「⑰
災害に強いまちの基盤整備を推進」、「㉓販売重視型農業と 6 次産業化の推進」、「㉔稼げる観光振
興の推進」の１１項目でした。 

 
医師や医療従事者の不足が顕在化する中で、適切な医療を受けられる体制の整備や、子育て・

高齢者福祉の充実については、地域の暮らしを守るため、必要な医療水準の維持と切れ目のない
支援体制の確保が求められています。また、人口減少が進み、若者をはじめとする担い手の確保
が難しくなる中、産業振興と産業人材の確保についても、市の重要な課題として市⺠に認識され
ています。加えて、安全・安心や防災など、住環境に関わる分野の重要度も高い結果となってい
ます。 
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２ 運動の実施状況について 

設問３ あなたは、普段どれくらい「運動」（ウォーキングや軽い体操）や健康を意識した「生活
活動」（農作業や家事、階段の上り下り等も含む）を行っていますか。また、１回あたりの
運動や活動の時間はどのくらいですか。 

（１）全体／男女別 

 

 

 

 

 

 
（２）年代別 
 

 

 

 

 

 

 

（３）地区別 
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41.8%

38.2%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．ほぼ毎日 2．週に１回程度 3．月に１回程度 4．ほとんど行っていない 無回答
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23.8%

21.3%

10.5%

12.5%
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31.6%
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47.6%

41.9%

31.3%
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70歳以上

41.6%
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37.1%

14.6%

17.5%

13.8%

14.3%

3.0%
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40.6%
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37.1%
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八幡平
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（４）運動時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）分析結果 

週１回以上、運動やスポーツを実施している割合は、55.0％と前年度と⽐較して 0.9 ポイント
下回っています。一方、年代別では、60 歳代を除くすべての年代で前年度を上回っており、特に
30 歳代が 10.9 ポイント、40 歳代が 7.4 ポイントそれぞれ増加しています。 

1 回あたりの運動時間は、「〜１時間」が 20.4％と最も多く、次いで「〜30 分」が 16.9％とな
っています。１回あたり１時間以下の運動をしていると答えた方の多くは、ウォーキングやラジ
オ体操等の体操、ストレッチを主に行っており、「5 時間超」と答えた方の多くは農作業や仕事と
答えています。 

市で実施しているタートルマラソン大会など、誰もが参加できるスポーツイベントの開催を通
じて、運動やスポーツに取り組むきっかけとなる機会を継続的に提供しているほか、気軽に取り
組むことができるニュースポーツの紹介や出前講座等による運動の機会の提供などを通じて、運
動実施率の向上を目指してまいります。 

 
〔参考〕第３次鹿角市スポーツ推進計画成果指標と実績値（再掲） 

 

 

週１回以上の頻度で運動やスポーツを実施する市⺠の割合  

基準値（R1） R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標値（R7） 

52.2% 52.8% 61.5% 57.0％ 62.5％ 55.9％ 55.0％ 65.0% 

〜5分
2.1%

〜10分
3.9%

〜20分
5.3%

〜30分
16.9%

〜40分
2.5%

〜50分
1.1%〜１時間

20.4%

〜１時間30分
3.2%

〜２時間
10.9%

〜３時間
6.0%

〜４時間
0.7%

〜５時間
1.1%

５時間超
11.6%

不明
14.4%
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設問４ あなたは、中心市街地の生活環境（住みごこちだけでなく、交通の便や公共施設の配
置など中心地としてのまちの便利さ）に満足していますか。 

（１）全体／男女別 

 

 

 

 

 

 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 中心市街地について 
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（４）分析結果 
 「満足」「やや満足」と回答した割合は 59.1％で前年度を 4.2 ポイント上回りました。 

男女別にみると、男性の満足度は58.2％で前年度から0.1 ポイント減少した一方、女性は61.1％
で 8.2 ポイントの増加となりました。 

年代別では、30 歳未満の満足度が令和 3 年度以降最も高い 78.9％となりました。30 歳代につ
いても前年度から 10.6 ポイント増加の 64.3％となり、若年層における満足度の向上が見られま
す。 

地区別では、八幡平地区の満足度が 53.4％と最も低く、前年度から 8.9 ポイント減少しました。
前年度最も低かった十和田地区は 58.1％となり、令和 3 年度以降最も高くなりました。 

不満の理由としては、公共交通機関の不便さや駐車場の少なさといった交通面での課題が最も
多く挙げられ、次いで、飲食店や商業施設の不足による「まちの活気のなさ」が指摘されていま
す。 

〔参考〕鹿角市中心市街地活性化プラン数値目標と実績値（再掲） 
中心市街地の環境に満足している市⺠の割合  

基準値（H30-R2 平均） R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標値（R7） 

53.6% 58.1% 55.9% 58.1％ 55.9％ 54.9％ 59.1％ 60.0% 
（鹿角市中心市街地活性化プラン数値目標） 
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４ 公共交通について 

設問５① バス（予約型乗合タクシーを含む）または鉄道（以下、「公共交通機関」といいます。）
の利用頻度はどれくらいですか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
 公共交通機関を「数年間利用したことがない」と回答した方は 79.8％で、前回調査の 77.8％か
ら 2.0 ポイント増加しています。「年に数回程度利用」の 16.4％と合わせて 9 割以上となり、自
家用車を日常の移動手段とする傾向が継続しています。「週 2 回以上利用」は 1 ポイント減の
0.4％、「月に 1 回以上利用」も 1.3 ポイント減の 1.2％となり、定期的な利用者層の減少が進ん
でいます。 

年代別では、利用頻度が少ない層(「年に数回」、「数年間利用なし」)の割合がすべての年代で
9 割を超えています。高齢層でも利用頻度は低く、公共交通が日常の移動手段として十分に機能
しているとは言い難い状況です。 

地区別では、「数年間利用したことがない」が十和田地区で 7.0 ポイント、尾去沢地区で 7.6 ポ
イント増加しており、両地区での非利用者が拡大しています。 
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1．週２回以上利用 2．週１回くらい利用 3．月に１回以上利用
4．年に数回利用 5．数年間利用したことがない 無回答

1.9%

5.3%

1.3%

1.9%

0.7%

4.8%

1.3%

1.9%

1.2%

26.3%
7.1%

21.3%
9.5%
21.3%

13.3%

68.4%
88.1%

75.0%
84.8%

77.2%
83.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満
30代
40代
50代
60代

70歳以上

0.4%

0.6%

0.4%

1.9%

1.7%

2.9%

1.3%

1.3%

2.9%

21.0%

10.0%

13.8%

20.0%

76.0%

85.0%

82.8%

74.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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【利用目的】 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
利用目的については、「通院」が 28.0％で最も多く、前回調査の 18.6％から 9.4 ポイント増加

しています。次いで「買い物」が 21.5％、「通勤・通学」が 9.7％となっています。 
「その他」の具体的な回答内容として、旅行や出張、帰省、飲酒後の移動などが挙げられてお

り、日常的な利用よりも特定の機会の利用が中心となっています。 
年代別では 70 歳以上の利用目的の 66.7％が「通院」となっており、高齢層にとって重要な手

段となっています。 
地区別では、尾去沢地区で「通院」が 55.6％と高く、通院を目的とした利用割合が高い地区と

なっています。 

9.7%

9.3%

8.3%

28.0%

18.6%

35.4%

21.5%

16.3%

25.0%

48.4%

60.5%

39.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

全体

男性

女性

1．通勤・通学 2．通院 3．買い物 4．その他

25.0%

15.8%

12.5%

3.3%

8.3%

8.3%

15.8%

31.3%

30.0%

66.7%

41.7%

20.0%

15.8%

25.0%

20.0%

8.3%

25.0%

80.0%

52.6%

37.5%

56.7%

41.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

9.3%

13.6%

22.2%

22.2%

31.8%

22.2%

55.6%

16.7%

27.3%

33.3%

22.2%

53.7%

27.3%

33.3%

77.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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設問５② あなたは、普段の生活で、公共交通機関による移動に不便を感じていますか。 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
公共交通による移動に不便を「感じる」と回答した割合は 18.6％で、前回調査の 22.4％から

3.8 ポイント減少しています。一方、「あまり利用しないのでわからない」と回答した割合は 3.0
ポイント増加していることから、不便さの解消ではなく、利用しない方が増加したことによるも
のと考えられます。 

男女別では女性 20.6％、男性 15.9％と、前回同様、女性の方が不便を感じる割合が高くなって
います。 

年代別では、50 歳代で 11.3 ポイント減少した一方、30 歳未満は 5.5 ポイント増加していま
す。40 歳代では 26.3％と最も高くなっています。 

地区別では、十和田地区で 11.0 ポイント減少していますが、不便さが解消したのではなく、
利用しない方が増加していることが影響していると考えられます。一方、尾去沢地区は 9.0 ポイ
ント増加しており、不便を感じる方が増加しています。 

 

18.6%

15.9%

20.6%

16.7%

9.4%

11.1%

8.2%

71.2%

73.1%

70.0%

83.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．感じる 2．感じない 3．あまり利用しないのでわからない 無回答

23.7%
14.3%

26.3%
14.3%

17.6%
16.9%

5.3%
14.3%

11.3%
12.4%
7.4%
7.2%

71.1%
71.4%

62.5%
72.4%
75.0%

73.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満
30代
40代
50代
60代

70歳以上

15.9%

21.3%

15.5%

25.7%

9.4%

8.1%

15.5%

5.7%

74.2%

70.6%

63.8%

68.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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５ コモッセの利用状況について 

設問６ あなたは、昨年度１年間にコモッセをどれくらい利用しましたか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
コモッセを利用した人の割合は、全体で 63.6％となり、前年度より 3.0 ポイント減少しました。 
男女別では女性が 65.1％、男性が 63.0％でした。 
年代別では 50 歳代が 67.6％で 1.3 ポイント増えましたが、前回調査で 70％を超えていた 30

歳代と 40 歳代は、それぞれ 11.3 ポイント、12.6 ポイント減少しました。 
地区別では、花輪地区が 71.8％で 4.4 ポイント高くなりましたが、八幡平地区、十和田地区、

尾去沢地区では、昨年より減少となりました。 
 
  

4.1%
4.8%

3.7%

13.5%
12.0%

15.0%

16.7%

21.7%

18.3%

24.7%

16.7%

24.3%

27.9%

21.7%

35.2%

35.6%

34.1%

66.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．毎週 2．月１回程度 3．年３回程度 4．年１回 5．利用しなかった 無回答

7.9%

2.4%
5.0%
3.8%
2.9%
4.8%

7.9%
26.2%
21.3%

11.4%
10.3%

10.8%

15.8%
11.9%
18.8%

24.8%
22.8%

26.5%

26.3%
23.8%
13.8%

27.6%
27.2%

24.1%

42.1%
35.7%

38.8%
31.4%

35.3%
33.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満
30代
40代
50代
60代

70歳以上

5.6%
3.8%

1.7%

18.5%

6.3%

15.5%

11.4%

23.2%

19.4%

22.4%

20.0%

24.5%

25.0%

22.4%

22.9%

27.9%

43.8%

36.2%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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６ 芸術鑑賞について 

設問７ あなたは、昨年度１年間に市内外で文化芸術鑑賞（※）をしましたか。 

※文化芸術とは、音楽、演劇、舞踊、映画、メディア（アニメーション、漫画）、美術館、
展覧会、コモッセのギャラリー展示などを示します。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
  
（４）分析結果 

芸術鑑賞をした人の割合は 44.4％で前年度より 3.7 ポイント増加しました。 
年代別では 40 歳代が 47.5％で 6.2 ポイント増加した一方、30 歳代は 52.4％で 3.7 ポイント減

少しました。他の年代では 70 歳以上を除き、それぞれ 5 ポイント程度増加しています。 
地区別では花輪地区が 48.9％、八幡平地区が 46.6％となり、それぞれ 9.5 ポイント、13.3 ポ

イント増加しました。十和田地区と尾去沢地区は前年度よりそれぞれ 8.2 ポイント、7.1 ポイン
ト減少しました。 
 

44.4%
37.0%

50.6%
33.3%

54.0%
62.0%

47.6%
66.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
男性
女性

その他

1．鑑賞した 2．鑑賞しなかった 無回答

44.7%

52.4%

47.5%

41.0%

44.9%

41.0%

55.3%

47.6%

52.5%

59.0%

53.7%

53.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

48.9%

37.5%

46.6%

42.9%

48.5%

61.9%

51.7%

57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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◆芸術鑑賞した人のうち、コモッセで何回鑑賞したか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
鑑賞した人のうち、コモッセで鑑賞した人の割合は 68.6％で前年度より 2.3 ポイント増加しま

した。 
男女別では女性が 73.3％で 0.8 ポイント減少し、男性は 59.7％で 3.8 ポイント増加しました。 
年代別では 30 歳未満が 35.3％で前年度より 27.6 ポイント増加し、30 歳代は 54.6％で前年度

より 1.9 ポイント減少しました。また、70 歳以上は 88.2％で 5.3 ポイント増加しました。30 歳
未満の若い世代が関心を寄せる内容を検討する必要があります。 

地区別では、八幡平地区、尾去沢地区で減少しました。 
 
 
 
 

  

12.4%
3.9%

17.0%
50.0%

56.2%
55.8%

56.3%
50.0%

30.4%
37.7%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
男性
女性

その他

1．４回以上 2．１〜３回 3．なし 無回答

5.9%
9.1%
10.5%
11.6%

8.2%
29.4%

29.4%
45.5%

60.5%
53.5%

63.9%
58.8%

64.7%
45.5%

28.9%
32.6%

26.2%
11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満
30代
40代
50代
60代

70歳以上

16.7%

5.0%

14.8%

6.7%

55.3%

60.0%

48.1%

60.0%

27.2%

33.3%

37.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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７ カーボンニュートラルについて 

設問８① 市では、2030 年までにカーボンニュートラル（※）を達成することを令和４年３月
に宣言しました。このことを知っていましたか。 

※地球温暖化の原因である二酸化炭素の排出量と森林による吸収量のバランスをと
ることを言います。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「鹿角市 2030 ゼロ・カーボンシティ宣言」を知っている人の割合は 40.3 ％で、前年度と⽐

較して 6.8 ポイント減少しました。 
男女別では、男性の知っていた割合が 47.1 ％で、前年度と⽐較して 8.3 ポイント減少しまし

た。また、女性の知っていた割合が 34.8 ％で、前年度と⽐較して 4.7 ポイント減少しました。 
年代別では、40 歳代は前年度と⽐較して 5.3 ポイント増加しましたが、その他すべての年代

で前年度を下回りました。 
地区別では、すべての地区で前年度を下回りましたが、前々年度以前は 30％台が続いていた

ことから、市内全体での認知度は上昇傾向にあると言えます。  

40.3%

47.1%
34.8%

33.3%

57.5%

52.4%
62.5%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性
その他

1．知っていた 2．知らなかった 無回答

21.1%
33.3%

45.0%
48.6%

37.5%
42.2%

78.9%
66.7%

53.8%
50.5%

61.0%
50.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満
30代
40代
50代
60代

70歳以上

41.6%
36.3%

44.8%
40.0%

55.4%
62.5%

53.4%
57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪
十和田
八幡平
尾去沢
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設問８② 地域電力会社「株式会社かづのパワー」が地元の水力、地熱、風力などの再生可能エ
ネルギー由来の電気を公共施設だけでなく市内のご家庭や事業所にも供給しています。
このことを知っていましたか。 

 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「かづのパワーが再エネ電力を市内に供給していること」について知っている人の割合は

42.5 ％で、利用に関心のある人の割合が 37.4 ％でした。 
男女別では、男性の知っていた割合が 53.3％で、利用に関心のある人の割合が 41.8 ％でした。

また、女性の知っていた割合が 33.3 ％で、利用に関心のある人の割合が 34.8 ％となり、男性と
⽐較して認知度と関心度が低くなっています。 

年代別では、40 歳代の知っていた割合が 58.8％で最も高く、30 歳未満が 26.3％で最も低くな
りました。また、利用に関心がある人の割合は 50 歳代の 45.8 ％が最も高く、60 歳代が 27.9 ％
で最も低くなりました。 

地区別では、知っていた割合が八幡平地区で 50.0 ％と最も高く、十和田地区の 36.9 ％が最
も低いという結果でした。また、利用に関心がある人の割合は花輪地区の 41.6 ％が最も高く、
尾去沢地区で 31.4 ％と最も低くなり、地区によって認知度と関心度に差が見られます。 

20.4%
26.4%

16.1%
16.7%

22.1%
26.9%

17.2%
50.0%

17.0%
15.4%

18.7%

18.0%
16.8%

18.7%
16.7%

21.1%
14.4%

27.3%
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全体
男性
女性

その他

1.知っており、利用に関心がある 2.知っていたが、利用は考えていない
3.知らなかったが、利用に関心がある 4.知らなかったし、利用も考えていない
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15.7%
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11.9%

28.8%
20.0%

22.1%
25.3%
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21.4%

11.3%
22.9%

8.8%
24.1%

15.8%
21.4%

15.0%
19.0%

21.3%
13.3%

36.8%
23.8%

15.0%
14.3%

27.9%
16.9%
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30歳未満
30代
40代
50代
60代

70歳以上

23.6%
15.0%

24.1%
17.1%

20.6%
21.9%

25.9%
28.6%

18.0%
18.1%

10.3%
14.3%

15.5%
20.6%

17.2%
22.9%

21.5%
21.9%

20.7%
17.1%
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花輪
十和田
八幡平
尾去沢
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８ 鹿角高校について 
設問９① 現在の鹿角高校について、あなたはどのようなイメージや印象を持っていますか。あ

てはまるものを最大３つまで選択してください。 
（１）全体／男女別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）地区別 

 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
現在の鹿角高校のイメージについては、全体では「普段どんな活動をしているか、情報が届い

ておらずよくわからない」が 44.5％で最も高く、次いで「進学・就職や部活動などで、実績を出
している（出そうとしている）」が 44.1％となりました。 

年代別では、30 歳未満で「進学・就職や部活動などで、実績を出している（出そうとしてい
る）」が 52.6％と最も高い一方、50 歳代以上では「普段どんな活動をしているか、情報が届いて
おらずよくわからない」が最も高くなっています。 

地区別では、花輪地区では「進学・就職や部活動などで、実績を出している（出そうとしてい
る）」が 45.9％で最も高くなりましたが、十和田地区、尾去沢地区、八幡平地区で「情報が届い
ておらずよくわからない」が最も高くなりました。 

全体として、鹿角高校の実績は認識されている一方で、日頃の活動や特色に関する市⺠の受け
止めには、地域や年代による差が見られます。 
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16.1%
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16.8%

16.1%

44.1%

43.3%

45.3%

16.7%

44.5%

41.8%

46.8%

33.3%

31.0%

30.8%
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66.7%
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5.2%
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1．生徒の礼儀やマナーが良く、明るい雰囲気がある
2．地域行事やボランティアなど、地域社会との関わりが深い
3．進学・就職や部活動などで、実績を出している（出そうとしている）
4．普段どんな活動をしているか、情報が届いておらずよくわからない
5．鹿角高校ならではの特色が見えにくい
6．その他
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16.9%
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38.1%
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43.4%
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28.9%

40.5%

40.0%
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5.3%
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3.8%

5.9%
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

19.7%

13.8%

13.8%

17.1%

14.2%

19.4%

13.8%

17.1%

45.9%

41.9%

41.4%

42.9%

40.8%

48.8%

46.6%

51.4%

31.8%

28.8%

36.2%

28.6%

6.9%

5.6%

1.7%

8.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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設問９② あなたのお住まいの地域では、鹿角高校との関わりや高校生の存在を身近に感じま
すか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 

 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
鹿角高校との関わりや高校生の存在については、全体では「あまり感じない」と「ほとんど感

じない」の合計が 58.9％となり、「身近に感じる」と「ある程度感じる」の合計 30.7％を上回り
ました。 

年代別では、30 歳代で「ほとんど感じない」が 47.6％と最も高く、50 歳代、60 歳代でも 4 割
を超えています。一方、30 歳未満では「ほとんど感じない」が 26.3％で、他の年代に⽐べて低
くなっています。 

地区別では、花輪地区では「身近に感じる」「ある程度感じる」の合計が 39.4％と他地区より
高くなっている一方、十和田地区で「ほとんど感じない」が 46.3％と最も高くなっています。 

高校との関わりの感じ方には年代や地域による差が見られ、特に鹿角高校が立地する花輪地区
では他地区に⽐べ、より身近に感じられていることがわかりました。 

10.0%

11.1%

9.4%

20.7%

21.2%

21.3%

20.9%

23.6%

18.7%

16.7%

38.0%

35.6%

39.3%

66.7%

8.8%

7.7%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．身近に感じる 2．ある程度感じる 3．あまり感じない 4．ほとんど感じない 5．わからない 無回答

13.2%

14.3%

13.8%

9.5%

7.4%

8.4%

21.1%

14.3%

26.3%

21.0%

15.4%

27.7%

23.7%

16.7%

18.8%

21.9%

21.3%

20.5%

26.3%

47.6%

33.8%

41.0%

43.4%

30.1%

15.8%

7.1%

6.3%

4.8%

11.0%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

12.4%

7.5%

6.9%

11.4%

27.0%

13.1%

17.2%

20.0%

17.2%

20.0%

34.5%

22.9%

33.5%

46.3%

37.9%

31.4%

9.4%

10.6%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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設問９③ 鹿角高校で学んだ生徒たちには、将来どのような大人になってほしいと思います
か。最も期待するものを１つ選択してください。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
鹿角高校で学んだ生徒たちに期待する将来像については、全体では「いったん鹿角を離れたと

しても、いつかは戻り、外で得た経験を活かしてくれる人」が 33.9％で最も高く、次いで「鹿角
に限らず、自らの目標に向かって国内外で活躍する人」が 30.7％となりました。 

年代別では、30 歳代・40 歳代・60 歳代で「鹿角に限らず、自らの目標に向かって国内外で活
躍する人」が最も高い一方、50 歳代・70 歳以上では「いつかは戻り、外で得た経験を活かして
くれる人」が最も高くなっています。 

地区別では、花輪地区、十和田地区、尾去沢地区で「いったん鹿角を離れたとしても、いつか
は戻り、外で得た経験を活かしてくれる人」が最も高く、八幡平地区では「鹿角に限らず、自ら
の目標に向かって国内外で活躍する人」が 34.5％で最も高くなりました。 

地域とのつながりを持ちながら、外で得た経験や広い視野を将来的に生かしてほしいという期
待が、市⺠の中で⽐較的高いことがうかがえます。 

13.9%

17.8%

11.6%

33.9%

32.7%

34.1%

33.3%

18.6%

15.4%

21.3%

16.7%

30.7%

32.7%

29.6%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．鹿角に愛着を持ち、住み続けながら、地域産業など地域の発展を支える人
2．いったん鹿角を離れたとしても、いつかは戻り、外で得た経験を活かしてくれる人
3．鹿角を離れても、つながりを持ち続け、応援してくれる人
4．鹿角に限らず、自らの目標に向かって国内外で活躍する人
無回答

23.7%

16.7%

17.5%

11.4%

9.6%

15.7%

23.7%

23.8%

30.0%

42.9%

30.1%

41.0%

26.3%

21.4%

15.0%

14.3%

21.3%

19.3%

26.3%

38.1%

36.3%

28.6%

36.0%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

11.6%

16.3%

20.7%

8.6%

35.2%

35.0%

20.7%

40.0%

19.7%

16.3%

20.7%

20.0%

31.3%

29.4%

34.5%

25.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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設問９④ 鹿角高校で学んだ生徒たちには、どのような力を身に付けてほしいと思いますか。
最も期待するものを１つ選択してください。 

 
（１）全体／男女別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
鹿角高校で学んだ生徒たちに身に付けてほしい力については、全体では「社会の変化に柔軟に

対応し、自ら課題を見つけ、解決に向けて挑戦し続ける力」が 38.7％で最も高く、次いで「多様
な価値観を持つ人々と、互いに尊重・協力し合う力」が 31.7％となりました。 

年代別では、30 歳未満で「多様な価値観を持つ人々と、互いに尊重・協力し合う力」が 44.7％
で最も高い一方、30 歳代以上では「社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題を見つけ、解決に向け
て挑戦し続ける力」が最も高くなっています。 

地区別では、花輪地区、十和田地区、八幡平地区で「社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題を
見つけ、解決に向けて挑戦し続ける力」が最も高く、尾去沢地区では「多様な価値観を持つ人々
と、互いに尊重・協力し合う力」が 34.3％で最も高くなりました。 

全体として、社会の変化に対応する柔軟性に加え、多様な人々と協力しながら社会の中で力を
発揮できる力が重視されていることが分かります。 

 

12.7%

14.9%

11.6%

38.7%

39.4%

37.5%

66.7%

31.7%

26.9%

35.2%

16.7%

12.7%

16.3%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．鹿角への愛着や地域への理解
2．社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題を見つけ、解決に向けて挑戦し続ける力
3．多様な価値観を持つ人々と、互いに尊重・協力し合う力
4．グローバルな視野で社会を見る力
無回答

26.3%

16.7%

10.0%

11.4%

11.8%

10.8%

15.8%

38.1%

41.3%

39.0%

43.4%

39.8%

44.7%

31.0%

31.3%

32.4%

25.7%

33.7%

10.5%

14.3%

13.8%

13.3%

14.7%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

10.3%

15.6%

15.5%

11.4%

40.3%

35.0%

48.3%

28.6%

30.9%

33.8%

25.9%

34.3%

14.6%

10.6%

8.6%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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９ 市の情報発信方法について 
設問 10① あなたは市からの情報（お知らせ）を入手する手段として実際に利用し、欠かせな

いと感じているものはどれですか。（複数回答可） 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
全体では「広報かづの（広報紙）」が 78.4％と最も高く、「コミュニティ FM ラジオ」34.1％、

「メール配信サービス」27.7％、「新聞」19.3％、「ホームページ」15.8％、「SNS」9.8％と続き
ました。 

年代別に見ると、傾向の差が顕著であり、「広報かづの」は年代が上がるほど利用率が高まり、
70 歳以上では 92.8％に達する一方、30 歳未満では 42.1％にとどまっています。一方で「SNS」
は、30 歳未満 21.1％、30 歳代 21.4％と若年層で高く、70 歳以上では 1.2％と大きな差が出てい
ます。また「何も情報を入手していない」は 30 歳未満が 28.9％と突出して高く、若年層への情
報到達に課題があることがうかがえます。 

78.4%

74.5%

82.0%

50.0%

15.8%

18.3%

13.9%

16.7%

19.3%

17.3%

21.0%

16.7%

34.1%

34.1%

34.1%

33.3%

27.7%

29.3%

27.0%

9.8%

12.0%

7.9%

16.7%

6.2%

7.2%

5.6%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0%

全体

男性

女性

その他

1．広報かづの（広報紙） 2．ホームページ
3．新聞 4．コミュニティＦＭラジオ（鹿角きりたんぽＦＭ）
5．メール配信サービス 6．ＳＮＳ
7．何も情報を入手していない

42.1%

66.7%

71.3%

79.0%

87.5%

92.8%

15.8%

7.1%

26.3%

22.9%

14.0%

4.8%

7.9%

9.5%

7.5%

18.1%

21.3%

39.8%

28.9%

42.9%

42.5%

24.8%

33.1%

36.1%

15.8%

16.7%

33.8%

36.2%

28.7%

19.3%

21.1%

21.4%

12.5%

10.5%

5.1%
1.2%

28.9%

9.5%

7.5%

4.8%

2.2%

1.2%
0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

77.3%

77.5%

86.2%

77.1%

16.3%

13.1%

10.3%

34.3%

21.0%

21.3%

10.3%

17.1%

34.8%

26.3%

48.3%

40.0%

27.9%

24.4%

20.7%

48.6%

9.4%

13.1%

6.9%

8.6%

5.6%

2.9%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢



                            令和８年度市⺠アンケート報告書 47 

設問 10② あなたは現在、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、エックス、インスタグラムなど）を利用してい 
ますか。 

 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）年代別 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
（３）地区別 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
年代別では差が明確であり、SNS 利用率は、30 歳未満 94.7％、30 歳代 92.9％と若年層で非常

に高くなっている一方、年代が上がるにつれて低下し、70 歳以上では 28.9％にとどまっていま
す。 

 
 
 
 
 
 
 

65.6%

65.9%

66.3%

83.3%

32.9%

32.7%

33.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．はい 2．いいえ 無回答

94.7%

92.9%

83.8%

68.6%

60.3%

28.9%

5.3%

7.1%

15.0%

29.5%

39.0%

68.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

67.0%

65.6%

56.9%

74.3%

32.2%

31.9%

41.4%

25.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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◆SNS を利用している人のうち、どの SNS を利用してるか。 
 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
利用している SNS は「LINE」が 95.0％で最も高く、次いで「Instagram」49.2％、「X」31.0％、

「Facebook」17.6％となっています。 
年代別にみると「Instagram」の利用率は、30 歳未満で 77.8％、30 歳代で 82.1％と、おおむ

ね８割に達している一方、60 歳代では 19.5％まで低下しています。 
「X」の利用率も 30 歳未満では 80.6％と高い一方、60 歳代では 8.5％にとどまり、年代によ

る大きな差がみられます。 
一方、「LINE」はすべての年代で 83％以上となっており、世代を問わず広く利用されているこ

とがうかがえます。 

95.0%

93.4%

96.6%

80.0%

31.0%

37.2%

27.1%

49.2%

46.7%

51.4%

40.0%

17.6%

19.0%

16.9%

2.2%

2.2%

2.3%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0%

全体

男性

女性

その他

1．ＬＩＮＥ（ライン） 2．Ｘ（エックス） 3．Instagram（インスタグラム）
4．Facebook（フェイスブック） 5．その他

100.0%

94.9%

91.0%

98.6%

96.3%

83.3%

80.6%

53.8%

29.9%

27.8%

8.5%

8.3%

77.8%

82.1%

61.2%

51.4%

19.5%

12.5%

2.8%

28.2%

32.8%

20.8%

7.3%

4.2%

5.6%

2.6%

3.0%

1.4%

4.2%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0% 300.0%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

94.2%

97.1%

87.9%

100.0%

28.8%

39.0%

21.2%

23.1%

51.9%

47.6%

39.4%

50.0%

20.5%

14.3%

9.1%

23.1%

2.6%

1.9%

3.8%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢



                            令和８年度市⺠アンケート報告書 49 

10 若者の居場所・学び・挑戦の拠点づくりについて 
設問 11① 本市が、既存公共施設等を活用し、中高生や若者が安心して過ごし、学び・交流・

挑戦できる場を試行することについて、あなたの考えに最も近いもの１つに〇をつけ
てください。 

 
（１）全体／男女別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
全体の 60.0％が「積極的に進めるべきだと思う」又は「まずは試行し、効果を見ながら進める

べきだと思う」と回答しており、試行を含め、取組を進めることに肯定的な回答が過半数を占め
ています。 

年代別に見ると、肯定的な回答の割合は 30 歳代が 83.4％で最も高く、次いで 30 歳未満が
63.2％となっています。また、最も低い 60 歳代でも 50.8％であり、すべての年代で過半数を占
めています。 

一方、「既存の活動や施設利用の充実を優先すべきだと思う」と「財政負担や人員体制を踏ま
え、慎重に検討すべきだと思う」を合わせると 25.0％となっており、取組を進める際には、既存
事業との役割分担や財政・運営体制について丁寧に示す必要があります。 

29.7%

37.0%

23.6%

33.3%

30.3%

28.8%

32.6%

12.1%

11.5%

13.1%

12.9%

13.0%

11.6%

50.0%

3.3%

4.3%

2.2%

8.2%

4.8%

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．積極的に進めるべきだと思う
2．まずは試行し、効果を見ながら進めるべきだと思う
3．必要性は理解できるが、既存の活動や施設利用の充実を優先すべきだと思う
4．財政負担や人員体制を踏まえ、慎重に検討すべきだと思う
5．必要性をあまり感じない
6．わからない
無回答

42.1%

54.8%

36.3%

29.5%

18.4%

22.9%

21.1%

28.6%

26.3%

31.4%

32.4%

34.9%

7.9%

4.8%

8.8%

14.3%

14.0%

15.7%

10.5%

7.1%

16.3%

12.4%

16.9%

8.4%

2.6%

2.4%

5.0%

2.9%

2.9%

2.4%

13.2%

2.4%

6.3%

7.6%

9.6%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

27.9%

30.0%
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設問 11①-2 ①で５または６を選択した方におたずねします。その理由として、あなたの考え
に近いものを２つまで選び、〇をつけてください。 

 
（１）全体／男女別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）年代別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「必要性をあまり感じない」又は「わからない」と回答した人の理由としては、「他に優先すべ

き施策があると思うため」が 27.3％で最も高く、次いで「まずは試行の結果を見てから判断した
いと思うため」が 16.4％、「新たに試行するより、既存の施設利用や既存の活動で対応できると
思うため」が 14.5％となっています。 

最も多かった「他に優先すべき施策があると思うため」という回答から、取組の必要性だけで
なく、他の施策との優先順位や費用対効果を明確にすることが求められています。 

また、「まずは試行の結果を見てから判断したい」という回答も一定数みられることから、現
時点で取組そのものに反対しているとは限らず、試行によって効果や課題を検証し、その結果を
示すことが判断材料になると考えられます。 
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2．財政負担や人員体制への影響を慎重に考える必要があるため
3．施設管理や安全管理、トラブル対応への懸念があるため
4．周辺住⺠や既存利用者との共存に配慮が必要だと思うため
5．他に優先すべき施策があると思うため
6．まずは試行の結果を見てから判断したいと思うため
7．その他
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設問 11② ①で１〜４を選んだ方におたずねします。中高生や若者が立ち寄れる場を試行する
場合、特に重視すべき内容は何だと思いますか。３つまで選び、〇をつけてくださ
い。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
全体では、「気軽に立ち寄り、安心して過ごせる時間をつくること」が 61.9％で最も高く、次

いで「Wi-Fi・電源など、スマートフォンやパソコンを使いやすい環境を整えること」が
43.5％、「友人同士で交流したり、自由に過ごせる雰囲気をつくること」が 36.7％となっていま
す。 

年代別に見ると、30 歳未満では「気軽に立ち寄り、安心して過ごせる時間をつくること」が
83.9％、「友人同士で交流したり、自由に過ごせる雰囲気をつくること」が 61.3％と高く、安心
して自由に過ごせる居場所としての機能が特に重視されています。 

一方、30 歳代では Wi-Fi・電源などの利用環境、40 歳代では勉強や読書ができる環境への回
答も⽐較的高くなっています。このことから、安心して過ごせる居場所を基本としながら、デ
ジタル環境、自由に過ごせる雰囲気、勉強・読書、若者の挑戦機会などの複数の機能を組み合
わせることが求められています。 
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1．気軽に立ち寄り、安心して過ごせる時間をつくること
2．勉強や読書、調べものができる環境を整えること
3．Wi-Fi・電源など、スマホやパソコンを使いやすい環境を整えること
4．友人同士で交流したり、自由に過ごせる雰囲気をつくること
5．地域の大人や社会人に相談・交流できる機会をつくること
6．大学生や市外の若者と交流できる機会をつくること
7．若者が企画や地域活動に挑戦できる機会をつくること
8．わからない
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設問 11③ ①で１〜４を選んだ方におたずねします。中高生や若者が立ち寄れる場を試行する
場合、場所や運営の条件として特に重視すべき内容は何だと思いますか。３つまで
選び、〇をつけてください。 

 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
利用環境の条件としては、「学校・仕事帰りや休日に立ち寄りやすいこと」が 65.8％で最も高

く、次いで「安心して利用でき、見守りや管理がしやすいこと」が 60.4％、「公共交通・送迎・
冬期間を含め、通いやすいこと」が 52.3％となっています。 

このことから、施設の内容だけでなく、立地や開設時間、移動手段、安全管理など、実際に継
続して利用できる環境を整えることが重要であると考えられます。 

年代別に見ると、30 歳未満では「学校・仕事帰りや休日に立ち寄りやすいこと」が 83.9％と
特に高い一方、70 歳以上では「安心して利用でき、見守りや管理がしやすいこと」が 75.0％と
高くなっています。年代によって、利用者としての立ち寄りやすさと、支える側から見た安全性
の重視度に違いがみられます。 
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1．学校・仕事帰りや休日に立ち寄りやすいこと 2．公共交通・送迎・冬期間を含め、通いやすいこと
3．安心して利用でき、見守りや管理がしやすいこと 4．活動内容に応じて、スペースを使い分けやすいこと
5．開設日や利用時間を設定しやすいこと 6．既存利用者や周辺住⺠と共存しやすいこと
7．整備費や運営負担を抑えられること 8．わからない
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設問 11④ ①で１〜４を選んだ方におたずねします。このような取組を地域で支えていくため
には、地域の大人や市⺠にどのような関わり方が必要だと思いますか。３つまで選
び、〇をつけてください。 

 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
地域の大人や市⺠に期待する関わり方としては、「地域行事や体験活動に協力する」が 41.6％

で最も高く、次いで「温かく見守る」が 41.3％、「活動場所・体験機会・地域課題を提供する」
が 34.2％となっています。 

年代別に見ると、30 歳未満では「温かく見守る」が 61.3％で最も高く、過度に干渉せず、若
者が安心して活動できる環境を支える関わり方が重視されています。一方、70 歳以上では「地域
行事や体験活動に協力する」が 52.9％で最も高く、実際の活動に参加・協力する関わり方が重視
されています。 

また、30 歳代では「関わり方を学ぶ機会をつくる」が 50.0％で最も高くなっています。若者
を支える側に対しても、適切な距離感や支援方法を学ぶ機会を設ける必要があることがうかがえ
ます。 
「特に必要だと思うことはない」は全体の 2.9％にとどまっており、多くの市⺠が、方法は異な
るものの、地域が何らかの形で若者を支える必要があると考えていることがうかがえます。 
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1．温かく見守る 2．話を聞く・相談に乗る
3．地域行事や体験活動に協力する 4．仕事や経験、地域の知識を伝える
5．活動場所・体験機会・地域課題を提供する 6．若者の企画や活動を手伝う
7．関わり方を学ぶ機会をつくる 8．特に必要だと思うことはない
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設問 11⑤ ①で１〜４を選んだ方におたずねします。こうした取組を試行した後、継続・発展
を判断する際に、特に重視すべきことは何だと思いますか。３つまで選び、〇をつ
けてください。 

 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
取組の継続・発展を判断する際に重視すべき点としては、「中高生や若者が継続して利用し、

安心して過ごせていること」が 59.4％で最も高くなっています。 
次いで、「鹿角の仕事・暮らし・地域課題への関心につながっていること」が 42.5％、「若者の

挑戦や企画参加につながっていること」が 37.4％となっています。このことから、単に利用者数
を確保するだけでなく、地域への関心や若者の主体的な活動につながっているかを検証すること
が求められています。 

一方、「騒音・ごみ・トラブルが少なく、周囲と共存できていること」は 33.7％、「費用や人員
の負担が、効果に見合っていること」は 23.2％となっています。継続・発展の判断に当たっては、
若者への効果に加え、周辺との共存や運営負担も含めて総合的に評価する必要があります。 
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1．中高生や若者が継続して利用し、安心して過ごせていること
2．騒音・ごみ・トラブルが少なく、周囲と共存できていること
3．若者の挑戦や企画参加につながっていること
4．鹿角の仕事・暮らし・地域課題への関心につながっていること
5．地域の大人・企業・団体の協力が生まれていること
6．大学生・社会人など、多様な人との交流や学びにつながっていること
7．オンライン講座・AI・データ活用などの学びにつながっていること
8．費用や人員の負担が、効果に見合っていること
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11 医療に対する意識について 
設問 12① あなたや家族の具合が悪くなったとき、どこで受診したらよいか相談できる窓口と

して、知っているものはありますか。 
 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
具合が悪くなったとき、どこで受診したらよいか相談できる窓口を知っている人の割合は

69.7%となっています。 
50 歳代以上で 70％を超えているのは、医療機関を利用する機会が多くなることが理由の一つ

と考えられます。また、女性（72.3%）の方が男性（66.3%）と⽐較し、割合が高くなっています。 
 
 
 
 
 
 

69.7%

66.3%

72.3%

66.7%

28.2%

32.7%

25.5%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．はい 2．いいえ 無回答

60.5%

69.0%

62.5%

71.4%

74.3%

72.3%

39.5%

31.0%

37.5%

27.6%

25.0%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

70.4%

67.5%

70.7%

74.3%

28.3%

29.4%

25.9%

25.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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◆知っている相談窓口（複数選択可）（n=339） 
 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
相談窓口を知っている人は、そのうち 87.2%の人がかかりつけ医を相談窓口に挙げています。 
一方、市が平成 29 年度から実施している「テレフォン病院 24」を相談窓口として挙げる人は

24.5%にとどまっており、特に 30 歳未満が 13.0%と最も認知度が低くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 

87.2%

88.4%

87.0%

50.0%

15.8%

10.9%

19.2%

25.0%

24.5%

16.7%

29.5%

50.0%

7.2%
2.2%

9.8%

50.0%

0.3%

0.5%

0.3%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0% 200.0%

全体

男性

女性

その他

1．かかりつけ医 2．かかりつけ医以外の医療関係者
3．テレフォン病院２４（0120-959-783） 4．♯８０００（⼦ども医療電話相談）
5．インターネットでの情報検索やＳＮＳでの相談 6．その他

78.3%

86.2%

72.0%

88.0%

92.1%

95.0%

13.0%

10.3%

22.0%

12.0%

13.9%

21.7%

13.0%

31.0%

26.0%

26.7%

22.8%

23.3%

13.0%

24.1%

16.0%

4.0%

3.0%
1.0%
1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

86.6%

89.8%

82.9%

88.5%

18.3%

8.3%

12.2%

34.6%

22.6%

24.1%

26.8%

30.8%

6.1%

11.1%

2.4%

3.8%

2.4%
2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0%
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八幡平
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設問 12② （設問①で２と回答した方のみ）相談窓口を知らなかった理由はなんですか。（n=138） 
 
（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
相談窓口を知らなかった理由として最も多かったのは、「知る機会がなかったから」で、37.7%

となっています。次いで「救急外来を利用するから」が 27.5%、「総合病院を受診するから」が
20.3%となっています。 

「知る機会がなかったから」を挙げた人は、30 歳未満と 40 歳代で 50%以上となっており、⽐
較的若い世代への周知方法を考える必要があります。 

「総合病院を受診するから」を挙げた人は男性に多く、年代別では 40 歳代が 26.7%と最も多
くなっています。「救急外来を利用するから」は女性が多く、年代別では 60 歳代が 41.2%で最も
多くなっています。 

6.5%

7.4%

4.4%

100.0%

37.7%

38.2%

38.2%

20.3%

25.0%

16.2%

27.5%

22.1%

32.4%

3.6%

2.9%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．知る必要がなかったから 2．知る機会がなかったから 3．総合病院を受診するから
4．救急外来を利用するから 5．その他 無回答

6.7%

3.3%

17.2%

5.9%

53.3%

38.5%

50.0%

27.6%

29.4%

37.5%

6.7%

23.1%

26.7%

20.7%

17.6%

25.0%

20.0%

30.8%

13.3%

24.1%

41.2%

31.3%

6.7%

3.3%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

10.6%

4.3%

27.3%

51.1%

60.0%

11.1%

30.3%

10.6%

6.7%

22.2%

27.3%

21.3%

33.3%

44.4%

3.0%

4.3%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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12 まちの満足度について 

設問 13① あなたは、鹿角市の産業（会社、店舗、農業など）は元気で活力があると思いますか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「市の産業は元気で活力があると思う」と回答した割合は 20.6％で、前年度から 3.9 ポイント

増加し、令和元年度の基準値（19.5％）を 1.1 ポイント上回りました。 
年代別では、30 歳未満では 9.9 ポイント、30 歳代では 18.6 ポイントと、前年度から大きく増

加し、若年層を中心に改善傾向が見られました。  

2.2%

1.9%

2.6%

18.4%

17.8%

19.5%

53.4%

49.5%

56.9%

16.7%

24.1%

28.8%

19.9%

66.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．そう思う 2．どちらかといえばそう思う 3．どちらかといえばそう思わない 4．思わない 無回答

7.9%

9.5%

1.3%

1.0%

0.7%

1.2%

26.3%

26.2%

18.8%

17.1%

16.2%

16.9%

52.6%

40.5%

46.3%

59.0%

57.4%

51.8%

13.2%

23.8%

32.5%

21.9%

25.0%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

2.6%

3.1%

18.9%

15.6%

19.0%

28.6%

51.1%

54.4%

60.3%

48.6%

27.0%

22.5%

19.0%

22.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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設問 13② あなたは、鹿角市が心身ともに健康な暮らしができるまちだと思いますか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「心身ともに健康な暮らしができるまちだと思う」割合は 48.8％となり、前年度（51.5％）より

2.7 ポイント減少しました。令和元年度の基準値（58.7％）と⽐較すると 9.9 ポイント低い水準に
あります。 

全体的に満足度が低下していますが、年代別では 30 歳未満が「そう思う」「どちらかといえばそ
う思う」の合計が８割を超えており、突出して満足度が高い傾向となっています。 
  

6.1%

8.7%

4.5%

42.7%

40.9%

44.9%

16.7%

36.0%

36.1%

36.0%

33.3%

12.7%

12.5%

12.4%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．そう思う 2．どちらかといえばそう思う 3．どちらかといえばそう思わない 4．思わない 無回答

26.3%

19.0%

2.5%

1.9%

3.7%

3.6%

55.3%

33.3%

41.3%

51.4%

36.0%

44.6%

13.2%

31.0%

28.8%

34.3%

48.5%

37.3%

5.3%

16.7%

25.0%

11.4%

9.6%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

6.9%

5.6%

5.2%

5.7%

40.8%

45.0%

44.8%

42.9%

35.6%

33.8%

41.4%

37.1%

15.0%

11.9%

6.9%

11.4%

1.7%

3.8%

1.7%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢
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設問 13③ あなたは、鹿角市は生活環境が快適なまちであると思いますか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「生活環境が快適なまちであると思う」割合は 44.0％となり、前年度（41.8％）より 2.2 ポイン

ト増加しましたが、令和元年度基準値（49.7％）より 5.7 ポイント減少しました。 
年代別では、前年度と⽐較して 70 歳以上を除くすべての年代で増加しており、特に、30 歳未満

が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計が７割を超え、突出して満足度が高い傾向とな
っています。 

地区別では、前年度同様に尾去沢が 57.2％とほかの地区と⽐較して高くなっています。 

4.5%

6.3%

3.0%

39.5%

38.9%

40.8%

37.2%

36.1%

38.2%

50.0%

15.7%

16.8%

14.6%

33.3%
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全体

男性

女性

その他

1．そう思う 2．どちらかといえばそう思う 3．どちらかといえばそう思わない 4．思わない 無回答

13.2%

7.1%

3.8%

1.9%

4.4%

2.4%

57.9%

33.3%

40.0%

42.9%

32.4%

42.2%

21.1%

38.1%

25.0%

42.9%

43.4%

38.6%

5.3%

19.0%

28.8%

11.4%

17.6%

9.6%
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41.2%

35.0%

36.2%
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35.2%
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46.6%

28.6%

16.7%

17.5%

8.6%

14.3%
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設問 13④ あなたは、鹿角市が安全で安心して暮らせるまちだと思いますか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「安全で安心して暮らせるまちだと思う」割合は 66.1％となり、前年度（69.1％）より 3.0 ポイ

ント、令和元年度基準値（77.6％）より 11.5 ポイント減少しました。 
年代別では、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計が 30 歳未満で 81.6％と、前年度

と⽐較して 2.8 ポイント増加しています。 
地区別では、前年度同様に尾去沢が 77.1％とほかの地区と⽐較して高くなっています。 
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14.4%
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23.2%
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22.9%

22.1%
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設問 13⑤ あなたは、鹿角市が市外から人が訪れたくなる魅力のあるまちだと思いますか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「市外から人が訪れたくなる魅力のあるまちだと思う」割合は 20.9％となり、前年度（16.2％）

より 4.7 ポイント増加しましたが、令和元年度基準値（23.4％）より 2.5 ポイント減少しました。 
年代別では、30 歳未満から 40 歳代までがいずれも３割に近づく伸びとなり前年度と⽐較して増

加しましたが、50 歳代以上ではいずれも２割を下回りました。 
地区別では、尾去沢が 34.3％とほかの地区と⽐較して高くなっています。 
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設問 13⑥ あなたは、鹿角市は文化遺産が豊富で誇れるまちであると思いますか。 

（１）全体／男女別  
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「文化遺産が豊富で誇れるまちであると思う」割合は 51.8％となり、前年度（52.4%）から 0.6

ポイント減少しましたが、令和元年度基準値（51.3％）より 0.5 ポイント増加となりました。 
 年代別では、30 歳未満が 68.4%と、ほかの年代と⽐較して高くなっています。 
 地区別では、十和田以外で５割を超えており、特に花輪地区と尾去沢地区が高くなっています。 
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32.9%

36.1%

30.0%

16.7%
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50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．そう思う 2．どちらかといえばそう思う 3．どちらかといえばそう思わない 4．思わない 無回答
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設問 13⑦ あなたは、自分に必要な行政サービスが受けられていると思いますか。 

（１）全体／男女別 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年代別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区別 
 
 
 
 
 
 
 

（４）分析結果 
「自分に必要な行政サービスが受けられていると思う」割合は 51.3％となり、前年度（51.5％）

より 0.2 ポイント減少し、令和元年度基準値（59.8％）より 8.5 ポイント減少しました。 
 年代別では、特に 30 歳未満は 73.7%となっており、前年度と⽐較して 22.2 ポイント増加してい
ます。 
 地区別では、尾去沢が 60.0%となっており、他の地区より高くなっています。 
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44.6%

44.2%

46.8%

30.7%

31.3%

30.0%

33.3%

15.1%

14.9%

15.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

その他

1．そう思う 2．どちらかといえばそう思う 3．どちらかといえばそう思わない 4．思わない 無回答

10.5%

14.3%

8.8%

3.8%

3.7%

7.2%

63.2%

28.6%

33.8%

52.4%

43.4%

49.4%

15.8%

35.7%

27.5%

29.5%

36.0%

30.1%

10.5%

19.0%

28.8%

13.3%

14.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

8.6%

5.6%

1.7%

5.7%

42.1%

46.9%

44.8%

54.3%

31.3%

26.3%

39.7%

31.4%

15.5%

17.5%

10.3%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花輪

十和田

八幡平

尾去沢



                            令和８年度市⺠アンケート報告書 65 

13 自由意見 

設問 14 で記述のあった自由意見では、93 人から、市政に関する 147 件の意見や感想を記載いた
だきました。自由意見については施策別に整理し、それ以外を政策全般に関すること、職員・市⻑・
市議会議員に関すること、市の窓口・行政手続きに関すること、アンケートに関すること、その他
に分類し、下表に掲載しています。 

（1）施策別 

基本戦略 1 活力を生む地域産業・生業を支える 
取組方針 1 地域産業の成⻑への支援 
地区 性別 年代 内容 
花輪 女性 40 代 商店街や飲食店の活性化を計ってほしい。 

花輪 女性 70 歳以上 

農家として毎日働いておりますが、周辺の田畑を見ると年々作れずに空地、又はやぶ地
になってきております。農家に携わる方の多くは高齢者です。あと数年でどれだけの農
地が変わって行くのだろうと思う事があります。周辺の環境はさらに荒れて行くのでは
と心配になります。 

取組方針 2 意欲のある就労・就農への支援 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 30 歳未満 

新規就農を目指して頑張っている 20 代です。鹿角市の特産物を後世に残し、鹿角市の魅
力を発信して行きたいと思っています。また、今後は今まで以上に急速に耕作放棄地が
増え、後からでは手が付けられない状況になると思います。少しでも特産物を作れる農
業者を増やし、地域の大切な産業として衰退して行かないよう SNS 等で鹿角市の農業に
ついて発信していきたいと思っていますので市の方からもお力を貸して頂ければ幸いで
す。 

取組方針３ 市内外からの産業の担い手の確保 
地区 性別 年代 内容 

八幡平 男性 60 代 外人を呼ばないこと。後に争いが起きる。 

 
基本戦略 2 元気で健やかな暮らしを支える 

取組方針 5 適切な医療を受けられる体制整備 
地区 性別 年代 内容 
花輪 男性 30 代 医療機関が充実していない。 

花輪 男性 40 代 
市⺠の暮らしを守るため、医療機関の全体的な品質改善を最優先課題として取り組んで
いただきたいです。そのためには、医療現場の教育体制の見直し、適正な賃金引き上げ、
必要に応じた外部専門機関からの支援も必要な段階だと考えます。 

八幡平 女性 40 代 
医療進学は、看護、医師には手厚いけど理学療法士、作業療法士もお金がかかるので、支
援してもらいたいです。 

尾去沢 男性 40 代 医療を充実させてほしい。脳外科や産婦人科など。 

花輪 女性 50 代 
かかりつけ医は個人病院なので、総合病院が機能しているとは思わない。鹿角の将来の
医療はとても不安である。（将来でなく、今現在も不安） 

花輪 女性 50 代 地震に強い土地なので安心感はあるが、病院が無いので、ここを離れるかもしれない。 
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十和田 女性 50 代 病院をなんとかしてほしい。看護師の態度も直してもらいたい。 
十和田 女性 50 代 今もこれからも、医療の事が心配。安心して、暮らしたい。 
十和田 女性 50 代 人口減、医療機関の不足等で、将来（老後）も鹿角に住み続けることができるのか心配 
十和田 その他 50 代 厚生病院より大館市立病院へ行く人が多い。出産する病院が大館と言うのは変。 

八幡平 女性 50 代 

厚生病院という大きな病院があるのに肝心な先生がいないとか、出産の受け入れが出来
ないというのが少し気になります。私にも娘がいますが、里帰り出産をするにもなかな
か難しい？のかと不安もあります。若い人が住みやすい環境はそんなところから考えた
方が良いのではと思います。実際、人手がないとかいろいろな問題もあるかとは思いま
すが。 

八幡平 女性 50 代 

私には余命わずかの⺟がいます。地元病院には婦人科がなく弘大や市立病院にと経済的
精神的ふたんもかなり大きいです。娘も弘大や医療センターで世話になりながら子供を
出産しました。鹿角厚生病院は医師の前に人間性を問われる様な医師がいます。初めて
の受診の時”がんだから治る訳ないだろ！！”とはっきり言われました。私も⺟もぼう然
としてしまいました。もうこの病院には行きたくないと思いました。安心して子供を産
み、育てる。安心して最期を迎えられる様な病院がほしいです。 

取組方針６ 結婚の願望が叶うための応援 
地区 性別 年代 内容 

十和田 その他 50 代 （結婚支援）出会いの場所がわからない。 

取組方針 7 地域ぐるみの⼦育て支援の充実 
地区 性別 年代 内容 
花輪 男性 30 代 子供が遊べる場所がない。 

十和田 女性 40 代 

自宅から学校まで距離があり徒歩で行けないため下校後は児童クラブを利用していま
す。ただ高学年になり部活などで月 3 日くらいしか利用していません。留守番できる歳
ですが帰る手段がなく利用せざるをえない日があります。料金と日数の割が合いません。
スクールバスの利用範囲を見直したり、利用料金を前のように日数計算してもらえると
助かります。 

取組方針 8 高齢者のいきいきとした暮らしの支援 
地区 性別 年代 内容 

花輪 女性 50 代 

高齢化が進んでいる鹿角市の働きとして、あくまでもわたし個人が感じたことですが、
鹿角市のケアマネの役割に不満を抱いています。わたしはショートステイで働いていま
すが、小坂町の利用者さんは半年も経たずに次の入所先が決まっていきます。それはケ
ママネさんの積極的な活動によっての事と思います。日々、利用者さんは状況が変わっ
ていきます。その状態を一度も見に来ないケアマネさんもいます。もっと横の連携をし
っかりし、利用者さんにとってどういう環境で過ごすことがベストなのかというのをも
っと積極的に考えていくべきだと思ってます。高齢化は待ってくれません。 

取組方針９ 障がいや国籍にかかわらず誰もが尊重され、社会参加できる地域づくり 
地区 性別 年代 内容 

尾去沢 女性 40 代 
一般企業の障害者雇用を増やしてほしい。ただ雇用するだけではなく、会社側にしっか
りとしたバックアップ体制を整えてほしい。 

花輪 女性 50 代 
田舎らしさの魅力で釣れるのは年寄りだけ。そもそも他からの人を受け入れない気質の
鹿角人なのだから、意識を変えないと無理。 
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十和田 男性 50 代 

高校生の職場体験があるように、障がい者の職場体験を作ってほしいです。私は障がい
者就労継続支援Ｂ型事業所を利用しています。そこでの就労訓練を受けるうちに、一般
就労（アルバイトも含む）を目指しています。その為にも、市役所での職場体験があった
らいいと思っています。 

十和田 その他 50 代 （弱者支援）声を上げても届かないから上げられない体制あるのでは。 

 
基本戦略 3 快適で安らぎのある暮らしを守る 

取組方針 10 衛生的で良好な生活環境の確保 
地区 性別 年代 内容 

十和田 その他 50 代 
水道水を引けない場所なので引けないと言われた。町中から少しはずれているからダメ
と言われた。 

取組方針 11 安全・安心な住まいづくりの推進 
地区 性別 年代 内容 

十和田 女性 50 代 解体費用を補助してほしい。（雪の重さでつぶされた時とか･･･） 

花輪 男性 70 歳以上 
不動産について、一⼾建てについて空き家にならないように建物を建てた人が責任を持
って解体する。市の税金ですることではなないと思う。 

取組方針 12 地域に合った公共交通手段の確保 
地区 性別 年代 内容 

尾去沢 女性 40 代 

鹿角花輪駅の近くに有料でいいから駐車場を作ってほしい。できればコインパーキング。
バスや汽車を使って遠出するときに、⻑時間安心して車を停められるところを作ってほ
しい。屋根があるとなお理想的。花輪の中心部、特に駅前に駐車場があれば、花輪線の乗
車率も、町中心部の飲食店の利用率も上がると思います。 

十和田 その他 50 代 
・土日バスの運行がない。変。 
・高齢者の買い物に対してもあまり優しいと思えない。買物に出たいのに行けない。（車
が乗れない・免許証返納のため） 

花輪 女性 70 歳以上 
今はまだ車の運転が可能で日常生活に不便を感ずる事はほとんどありませんが、これが
出来なくなったらどうなるのか？生活が様変りする事への不安があります。高齢者の多
い地域、誰もが感ずる事ではと思っています。 

取組方針 13 ごみの適正処理と資源リサイクルの推進 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 60 代 
リチウムイオン電池の廃棄について、市が推し進めていることについて知りたいと思い
ます。 

取組方針 14 緑と水の映えるまちの環境の保護 
地区 性別 年代 内容 
花輪 男性 30 代 熊が怖い。 
花輪 男性 30 代 熊対策は急務。安心して生きられない町では子育ても出来ない。 

十和田 男性 30 代 熊の個体数を減らして下さい。 
花輪 男性 40 代 クマ対策は継続的に必要です。 
花輪 女性 40 代 熊対策をもっと強化してほしい。 

十和田 男性 40 代 熊被害のリスク低減の為、空き家の管理や⽊の実がなる樹⽊等の管理を検討してほしい。 

十和田 女性 70 歳以上 
熊がこわくて作業するのも不安。近所の空き家に住みついた害獣により作物も植えられ
ないもの多い。 
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基本戦略４ 暮らしの安全・安心を高める 
取組方針 15 災害への対応力のある地域づくり 
地区 性別 年代 内容 

八幡平 男性 30 代 
大雪による交通障害により昨年は家前で⻑い渋滞が発生した。一早い情報の発信や除排
雪費増額の検討をしていただきたい。 

十和田 その他 50 代 （災害対応）地図の配付だけで OK と思うのは変。説明会とかないの？ 

花輪 男性 60 代 
消防団員の減少、団員確保が難しくなっている現状、地域自主防災組織、自治会へ役割を
振る事も必要となってくるのでは。 

取組方針 17 災害に強いまちの基盤整備の推進 
地区 性別 年代 内容 
花輪 男性 30 代 除雪の強化。 
花輪 男性 40 代 除雪以外誇れるものがないのが現状。 

十和田 女性 50 代 
除雪も、去年のように大雪になった時、市⻑が雪かきしてるのを TV でアピールしてる場
合じゃないと思う。降るかも知れない。で対応をしてもらいたい。 

十和田 女性 50 代 
除雪は本当にありがたいのですが家の前がたくさんの雪が残り、自分たちで雪かきする
のがとても大変でした。入口をふさがれて、岩のような大きい雪が家の入口に残されで
きれば雪をもっていってほしいです。 

花輪 女性 60 代 除雪が雑であった。 

尾去沢 女性 70 歳以上 
鹿角市に住んで一番ほこれる事は「冬の除雪作業」がとてもきれいで･･･道路などきちん
と整えてくれていること･･･！鹿角市に住んで一番誇れるたったひとつの自慢出来るこ
と！！です−。 

取組方針 18 防犯や交通安全の推進 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 40 代 
（※市役所のお仕事ではないのですが･･･）花輪はお祭りが７月８月盛んに行われており
ますが、お祭り中や祭りの次の日の飲酒運転、酒気帯び運転が多く見受けられます。通学
時間帯とも重なるので一⻫取締りをしてほしいです。 

基本戦略 5 未来に羽ばたく人材を育てる 
取組方針 19 ⼦どもから⻘少年までの生きる力の育成 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 40 代 
建物、設備がとても古い学校がいくつかあり、生徒職員が日々苦しい思いをしています。
くだらない企業への補助金やまったく仕事しない市議会議員への給料なんかより、学校
にお金を使ってほしいです。 

花輪 女性 40 代 

部活動の地域移行について。大人の事情で、子どもたちがやりたいことに挑戦させてあ
げられないのは残念だと感じる。ただ、場所の確保、人材の確保、モノの確保等、課題は
山積み。自分自身、仕事と家庭を守ることに日々精一杯で、地域の大人として、地域の子
どもたちを育てるために一歩踏み出せない自分が申し訳なく感じている。しっかりと待
遇（報酬、保険、一人に任せないなど）をサポートする仕組みを整え、お願いできそうな
方を見つけてほしい。 
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十和田 女性 40 代 

小学校、中学校の部活動をスポ少活動として運営しているのについて。こどもの数も少
なくなっており、複数の学校の児童が集まって 1 つのチームとして活動しています。活
動場所は、それぞれの学校の地域で行えるように、日ごとに場所を変えて活動していま
すが、新規入部を考えている保護者の方よりこども自身は入部を希望しているものの、
保護者の送迎が難しいため入部できないと言われたことがあります。部活は夕方 17 時や
18 時頃より開始となりますが、定時で終わることが難しい仕事をしている保護者もおり、
部活が始まる時間には間に合わなくても終わる時間に合わせて迎えに行くことはできま
す。学校外での活動の際にスクールバスのような乗り合いで移動できたり、タクシーの
こども割のような送迎を助けてくれる手だてがあると、こどもが自由に選択してスポー
ツに親しむことができるのではないでしょうか。子育て支援として検討していただきた
いです。 

花輪 女性 60 代 
小中高、子供達が安心して通学できるように、熊対策よろしくおねがいします。町中も安
心して歩けないのは困ります。 

取組方 20 地域の特色ある教育活動の実施 
地区 性別 年代 内容 

十和田 その他 40 代 

中高生、若者に寄り添い教育できる人材が鹿角市には少ないと思います。経験の少ない
子供からしたら大人の発言の影響力は大きいものです。経験を積むことは大事だと思い
ますが、質の高い経験が必要だと思います。質の低い教育は経験として積み上がるどこ
ろかマイナスになる可能性もあることを知っていただきたいです。 

花輪 男性 60 代 
若者の意見を聞いて色々やっているようだが、その有効性はいかがなものか。やってみ
ないと分からない所があるけども、大学の協定で来てもらっているけど、費用対効果は
あるのか。中高生の率直な意見の方がまだマシな気がする。 

取組方 21 自ら学び、行動する社会人の育成 
地区 性別 年代 内容 

十和田 その他 50 代 
・コンサートとか観劇などが少なすぎる。もう少し呼べないの？ 
・（文化芸術）同じような物ばかりで飽きが来た。 

経営戦略 1 まちに人・モノ・外貨を呼び込む 
取組方針 22 人や地域の活力を生む交流の促進 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 30 代 
Ｉターン、U ターンの補助金がそもそも、ほとんどの人が該当しない。実家を継ぐのに帰
ってきた人に対して、補助金が対象外なものがある。 

十和田 女性 30 代 U ターンと移住を含む世帯だが、支援が少なかった。 
十和田 その他 50 代 あまり移住者にやさしい気がしない。 

取組方針 24 稼げる観光振興の推進 
地区 性別 年代 内容 

十和田 女性 30 代 

盛岡から観光客を呼ぶ企画をしてるのはいい事だと思っています。岩手、⻘森から近いこ
とがいい所だと思うので。もっとどんどん積極的に鹿角の情報を発信していって欲しい
と思う。例えばドラゴンアイは岩手のサービスエリアでドラゴンアイのお菓子とか商品
がたくさんあるが、鹿角はグッズとして販売があまりなく、アピールが足りないと思う。
特に大湯のどばんくんは人気が出ると思うのに、グッズが少ないので残念。可愛いので持
ち歩けるグッズがもっとあれば、宣伝になると思う。たんぽ小町ちゃんも可愛いのに、市
外の知名度が低いように思う。もっと色んなグッズにプリントしてデザインしたものを
販売できたらいいと思う。 



70 令和８年度市⺠アンケート報告書 

花輪 男性 40 代 世界遺産や温泉など、この市にしかないものの PR が下手。 

花輪 男性 40 代 
⻘森県のように原子力やリンゴ、ねぶたなど連想できるまちにしたほうが市⺠もプライ
ドが出てくる。 

花輪 女性 60 代 
宿泊施設がもう少しリーズナブルな価格で、数が有れば観光客の花輪での足止めにもな
れば良いですね。 

無回答 無回答 無回答 

人口減少や少子高齢化が急激に進んでいる中で、難しい課題ではあるが活性化していき
たいものである。テレビ見てると道の駅とか充実して賑わっているのを見かける。鹿角も
温泉とか食べ物美味しいし良いとこなので、もっと利便性を良くして、ちょっと寄ってみ
たいと思わせるような取り組みができたら良いのになと思う。おじいちゃん、おばあちゃ
んの力を借りるのもあり。郷土料理とか。 

取組方針 25 スポーツの力でまちの魅力を向上 
地区 性別 年代 内容 

八幡平 男性 30 代 スキーと駅伝の町なんかでは、もうないと思う。復権して欲しい 

取組方針 26 次世代産業の創出への取組 
地区 性別 年代 内容 

十和田 男性 30 歳未満 
一度、安価でファーストフードなど気軽に立ち寄れる飲食店を呼んで若者を呼び込める
か試してほしい。 

尾去沢 男性 30 歳未満 
空き地を活用して企業の誘致（働く場所）、市外、県外から就職（定住）を考えてもらう
為の住居の新設、確保で人口減少対策。鹿角市は意外と賃貸の家賃高いので家賃補助も
手厚めにしないと若い人は住みづらいと思う。 

花輪 男性 30 代 
景観自然保護のための風力発電反対等も利益が出てリターンが見込めるなら進めるべ
き。年寄りの景観満足度は何も生み出さない。 

花輪 男性 50 代 

鹿角市は職種の選択肢が人によってはなさすぎて結局、隣の市や場合によっては他県ま
で検討しなければならない。どうしても地元から出られない環境下では、妥協して就職し
て合わないからまた転職することで心身を病む人もいると思う。パートタイムも⻑時間
働きたいが短時間勤務募集がほとんど。商業施設、レジャー施設等今までにない雇用を生
み出す企業を誘致して現状維持を変えてほしい。もしくは地元に根付いてる企業などに
新しい雇用を産み出す事業展開を実現してなんとか市の活性化につながることを期待し
ます。 

花輪 女性 50 代 
若者が行きやすい大型店も学校もない。企業誘致、個人事業の支援をして人口増やして、
大型店受け入れしないと、人は来ない。 

尾去沢 女性 70 歳以上 
カーボンニュートラルとは名ばかりの自然破壊？いっそ、相続した山林に風力でも太陽
光パネルでも行政でやってくれるならと思います。 

経営戦略 2 「世界遺産のまち」をつくる 
取組方針 27 文化財の保存への取組 
地区 性別 年代 内容 

十和田 その他 50 代 

町の祭りの時は学校を休校にして学生（小中）を先にし人を集めるとかしないと文化芸
能は育たないと考える。祭りの宣伝力が足らない。祭り、伝統芸能をみんなが参加できる
施設がない。（十和田高校は利用で来ないのかな？）観見は出来るが参加に対し拒否され
がちな祭りが多い。踊りなどは参加して下さいの声がない。おもしろくない。 
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取組方針 28 ヘリテージ・ツーリズム（文化遺産の観光資源としての活用）の推進 
地区 性別 年代 内容 

十和田 女性 50 代 

大湯ストーンサークルをもっと地域住⺠がいつでも立ち寄れるようなカフェやお店があ
ったらよいと思う。観光だけとかイベントの時だけ人が集まり、普段は活用されていない
気がします。散歩コースがあって森林浴とか出来るともっと活性化にもなるのかなと安
易な考え方ですが。 

尾去沢 男性 60 代 
鹿角市の魅力を発信する力が足りていないと感じる。世界遺産やユネスコ文化遺産の案
内、周辺整備、滝・史跡標柱の不足や損壊が目立ちます。 

経営戦略 3 まちの経営力を高める 
取組方針 29 効率的な行財政運営の推進 

地区 性別 年代 内容 
十和田 男性 30 代 市役所を建て替えて、まずは市職員が働きやすくして下さい。 

十和田 男性 30 代 
普段生活している中で、インフラストラクチャー（infrastructure）の老朽化がとても気
になるようになりました。 

十和田 男性 30 代 無駄な土地の再利用。 
花輪 男性 40 代 空港の補助も結果を郵便で送付せず、選択にすればコスト減る。 

花輪 女性 40 代 

花輪小学校の立地について。地域の人にとっては、愛着のある場所だが、クマ、豪雪、災
害時を考えると限界ではないか。駐車スペースに限りがあり、急な坂道は道幅が狭く、車
が簡単にすれ違えない。⽐較的建物は新しくもったいないが、学校再編を考えながら移
転を検討すべき。 

十和田 その他 50 代 

十和田高校の建物を利用し毛馬内盆おどりのパネル、ビデオなど展示スペースを作り、
観てもらっては。雨の日などは、体育館などで踊るとか、休憩スペース、おどりや衣服な
ども展示し着付けしても良いのかなと思います。夏休みなどは、学生（小中高）に開放し
体験学習などに使っても良いのでは。建物を活用して行く方向へと思います。ホットプ
レートなどを使い調理体験もあり。２〜３階は、非常時に使っても。イベント会場映画鑑
賞コンサート観劇なども。グラウンドは一般の人のスポーツスペースと考えては（フッ
トサルサッカー） 

取組方針 30 未来技術の導入を進めます 
地区 性別 年代 内容 

十和田 男性 50 代 ネットで、どんどん出来る物が出てくる事は大変助かります。 
八幡平 女性 50 代 各種手続き等、もっと分かりやすく情報発信して欲しい。 

花輪 男性 60 代 
市の情報を知るため、LINE を入れているが、広報と同じ内容がほとんどです。大館市の
LINE も入れているのですが、消防情報がその都度入り、わかりやすい。 

取組方針 32 コンパクトなまちづくりの推進 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 50 代 
基本的にコンパクトシティ構想には賛成です。国の支援を受けつつ、進めて欲しいです。
ガソリン無くてもある程度生活可能な環境が理想。 
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（2）政策全般に関すること 
地区 性別 年代 内容 

八幡平 男性 30 歳未満 鹿角で頑張る人をしっかりバックアップする市であってほしいと思います。 

花輪 男性 30 代 
年寄りや障害者等これから死ぬだけの人間への投資は未来につながらない。子供や若者
を支援していかなければ未来はない。現状若者があえて住む理由が全くない町。出てい
って当然。 

花輪 女性 30 代 
いくら若者向けの政策をしたところで、閉鎖的・排他的な地域の人々の意識が変わらな
いことには定住や人口増には繋がらないと思う。 

花輪 女性 30 代 もっと人が住みやすい街にしてほしい。 

花輪 男性 40 代 

地域の強みを活かしながらも、一部の事業者や文化団体だけに偏らず、若者や地域の担
い手が定住しやすい、開かれた市政を求めます。あわせて、住⺠一人ひとりに異なる個性
や背景があることを理解し、公平に向き合える行政・教育現場づくりを進めていただき
たいです。 

花輪 女性 40 代 
ここ数年、何をとっても後手の対応でどの地域よりも遅れや孤立を感じてる。他所の真
似事よりもオリジナリティのあるまちづくりはできないか。 

十和田 男性 40 代 
少子化や仕事、安全と便利さ。色々課題がありますが、先ず一つとして女性が離れていか
ない行政や街作りが大事だと思っています。 

十和田 その他 40 代 
幅広い、ひとつひとつの改善の積み重ねが多くの底上げに繋がると思います。直ぐに改
善できる事ではないので、バランス良く水準の高い活動をしていただきたいです。 

十和田 その他 40 代 

広報は花輪の中心部の話ばかりで、僻地にはまったく関係のない話。もう少し僻地の人
にも気を配った発信をして欲しい。広報の催しも中心のものばかり。そこに行くまでの
交通機関や利用できるサービスなどを積極的に発信しないと、誰も広報を読まない。ど
うせ自分に関係ないと思っている。 

花輪 男性 50 代 今は物価が異常に高いので、手厚い対策を希望します。 

花輪 男性 50 代 

先日国勢調査の速報が出た。人口減が明らかとなり秋田県はワーストの１、その中で鹿
角はワーストの１。すると全国でワースト１の１がここっていうことともいえる。ここ
だけの問題ではないが、全国で考えていることだと思う。自然を守ること、景観を守るこ
と、開発するということなどすべての意見が一致することはない。しかし確かなことは
いずれ近い将来といってもよい、様々なことがほころび始めるだろう。十年先、二十年先
を見て考えている中であってもさらにその先があるのかないのか、何が今必要なのか
先々必要になるのか、その役目にある方々には考えていただきたい。その為の役職でも
ある。目先にとらわれず、多角的に物事を整理して、その中から様々出てくる見られる課
題を丹念に洗い、次の世代へつなげていっていただきたい。人が変われば方針も変わる
では先々のことは変わらない。 

花輪 男性 60 代 行政サービスを充実させて欲しい。 

十和田 男性 60 代 
限界集落等の自治会が増える中、空き家等の対策、人口減少対策・支援、企業誘致他、積
極的な取り組みをお願いします。 

十和田 女性 60 代 
市⺠の声、生活環境など、きちんと回りを見てほしい。鹿角市は一部地区では有りませ
ん。皆が楽しい住みやすい鹿角にしてほしい。 

十和田 女性 60 代 鹿角市の発展のため、がんばって下さい。 
八幡平 女性 60 代 市⻑様へ もう少し数いる市⺠のための市政を行って下さい。お願いします。 

花輪 男性 70 歳以上 

市で新しく取り組もうとする方策、政策は、「市⺠ファースト」の視点で考えてほしい。
選挙の期日前投票所を大幅に削減し投票％が下がったり、今秋から市の支所窓口が郵便
局に移行する等「市⺠ファースト」で考えたのでなく、「行政の合理化ファースト」で施
行されることが見受けられます。市の観光行政窓口が「あんとらあ」に移転しましたが、
あまりにも閉鎖的で、一市⺠が利用できる所ではないと思います。「改善」を希望します。 
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（3）職員・市⻑・市議会議員に関すること 
地区 性別 年代 内容 

十和田 男性 30 代 
1 番市のことを分かっているのは市職員だと思います。その方たちが、まずは市を誇れる
ようになってもらいたい。批判を恐れず大胆な市政運営を期待しています。 

花輪 女性 30 代 
市役所内部のハラスメント体質をまずはどうにかしたらいかがか？鹿角市は、浅い知識
で表面的な部分を取り繕っただけでは、もうどうにもならないところまで来ている。も
っと市政を担う職員の教育に力を入れた方が良いと思う。 

花輪 男性 40 代 
前市⻑を追い出した市議会議員（老害であり不快）が気にくわない。市議会議員は品行方
正な誠実な人物だけがやるべきだ。月３０万もいらない。鹿角市役所の職員の皆さんは
（現市⻑も）本当に良くやってると思う。圧力に屈せず正義を信じて闘い抜いてほしい。 

花輪 男性 40 代 市議会議員多い。地方交付税で成り立っているのにムダ。 

十和田 その他 40 代 

市の政策についてですが、文章にした政策に対して一生懸命に実行できる人材はどれだ
けいるのでしょうか？残業してまで働けという意味ではありません。市の職員、会計年
度任用職員などの働き方、内容の問題です。新しい場所に配属された方に、きちんとした
教育はされていますか？勤続年数にかかわらず人事は決定されていますか？「昔からこ
うだったから」という理由で、勤続年数が⻑い人が優位になるような評価はされていま
せんか？仕事中の喫煙は休憩時間にカウントされてますよね？個人で汚した茶碗を勤務
時間内に洗わせたりしてないですよね？頑張っている人が嫌な気持ちになる環境ではな
いですか？市役所内の改善も鹿角の未来に大きな影響を与えると思っています。パワハ
ラと言われるのが怖く、注意しにくい世の中かもしれませんが、鹿角市の職員として「倫
理観」を持った行動を期待しています。 

花輪 女性 50 代 まず市職員の意識が変わらないと市⺠が変わっていかないのではないでしょうか？ 

花輪 女性 50 代 
市役所庁舎に行くのが、あまり好きではありません。なぜかというと何とも言えない空
気感というか対応してくださる職員の方の圧のようなものを感じます。気軽に相談に行
けるような庁舎になってもらえたら嬉しいです。 

十和田 女性 50 代 

議員が会議で足の引っぱりあいをしているのをよく見ます。とてもみっともない！！そ
ういう、人の悪いあら探しばかりしてないで、協力し合い、もっと鹿角が明るく活気が出
るような話し合いをしてもらいたい。市役所の人はなぜみんな態度が大きいのだろう
か？わからないことが聞きづらい。 

（4）市の窓口・行政手続きに関すること 
地区 性別 年代 内容 

十和田 女性 30 代 
市役所で手続きが必要なことが生じても、いとくの土日窓口ではできない手続きがある
と困る。水曜日の受付時間が⻑いのは知っているが、マイナンバーの受け取りなど一部
予約窓が非常に狭く、予定をつけるのが難しい。 

花輪 女性 60 代 
今のところないが、高齢化が進むと思うので手続きや相談が気軽にできるような窓口で
あってほしい 

十和田 女性 70 歳以上 支所も遠くなるようだしあるだけで安心感があったのに･･･。 

（5）アンケートに関すること 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 40 代 
このアンケートを取ることが仕事になってないか。郵便代使い過ぎ。このアンケートも
職員で配布して回収すればいい。 

花輪 男性 40 代 意見の場を設けていただきありがとうございました。 

十和田 その他 40 代 
アンケート内容について、市⺠が増えることで変化することもあると思いますので今後
に期待したいです。 
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花輪 女性 50 代 
設問に私の考えに近いものがなくて選べない。その枠の中で収めたいのかと考えてしま
う。人は様々な意見を持っている。 

花輪 女性 50 代 
誰が算定したのかわからないが設問が多すぎる。（厚すぎる）とても１５分では終らない。
市のためとは思うが、半分以下でなければ協力する（考える）気もなくなってしまう。
（一度で多くを聞きすぎではないか？）企画、運営考えてほしい！ 

花輪 女性 60 代 
無作為に選ばれたアンケートのおかげで少し意見を寄せられる機会をありがとうござい
ます。 

花輪 女性 70 歳以上 
このアンケートのまとめを市⺠にも発表してほしい。できる所まででいいから。アンケ
ートに携わりの関係者の方々おつかれ様でした。 

十和田 男性 70 歳以上 
設問１３①事業主は一生懸命に頑張っておられると思います。活力があるかないか判断
難しい。 

尾去沢 女性 70 歳以上 
市の政策・事業等については全然わからない。知ったからと言って･･･どうにも出来るこ
とでない。今後は私以外の他の方にアンケートをお願いして下さい。日々、自分の年金で
暮らしていくのが精一杯！！市政に意見出来る様な身分ではないです。 

（6）その他 
地区 性別 年代 内容 

花輪 男性 30 代 
保育士が自宅に仕事を持ち帰っているが、その分の手当ては？皆んな家庭があって残業
も楽に出来ずに自宅で残務処理してるが、給料安過ぎる。 

十和田 男性 30 代 

一部の建設会社が市内の建物を所有し過ぎているのが気になる。また、道路の修繕等の
際に市道に面した業者の知り合いであろう家の所を一緒に治すのはなんなのか？実際に
隣の家の敷地内を行っていたので気になりました。依頼すれば家の敷地内も治していた
だけるのでしょうか？依頼する業者をしっかり調査して見定めて欲しい。役所の都市整
備課の方は親身になっていただきとてもありがたいと思います。ですが道路修繕の業者
がどうも適当な印象があります。 

十和田 男性 30 代 鹿角市税金高い。その割に発展が見えない市。 

十和田 女性 30 代 
商工会の補助金制度の対象、条件が狭すぎる、きつすぎると思う。利用した上で恩恵を受
けられる個人事業または中小企業がどれだけあるのかわからない。 

花輪 男性 40 代 今後なにか市政の状況が好転する要素があるのかわからない。 
花輪 女性 40 代 野球で甲子園へ。 

花輪 女性 40 代 

・代行、タクシーの終了時間が早すぎて飲みに行きずらくなった。 
・夜、街灯が少なく、まっ暗で歩くのが怖い。 
・公園にある桜の⽊にケムシが多過ぎて、子供達があぶないので、伐採してほしいです。 
・物価高による生活費の不安な中、前回の商品券は大変助かりました。できれば今後も続
けてほしい。 
・街の中心に温泉があってほしい。そしたら観光地として、県外からも観光客が来るので
はないでしょうか。 

八幡平 女性 40 代 

高校生の子供がいますが、部活動、模試お金がかかります。夫婦共働きで世帯所得は、高
い基準のなりますが、ひかれていくものが多すぎて、公共の支援のものにはあてはまり
ません。これから、大学進学を控えており、子育て世代(高校生や大学生にも)フォローし
てもらえると助かります。 

花輪 女性 50 代 

この物価高で大変な時に、市からいろいろな形で支援していただき感謝しております。
ただ…年金も入ってくるかわからないのに納める金額が多く大変です。毎月の様に引か
れる物ばかりで…どこの家庭も同様だと思い我慢するしかありませんね。とにかく…生
活しにくい町となりました。 

花輪 女性 50 代 特に期待することが無い 
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花輪 女性 50 代 

少なからず税金も納めている。そのサービスを体感することが少ないから、住⺠税が高
く感じるのだろう。鹿角市の高校生が卒業して大半が鹿角を出ていくのは市政だけでは
なくこうして鹿角で暮らしている者みんなが関係することであると思う。30 才前後とな
り鹿角に帰ってきたいと思うようになってきたらしい子供に、「ここには何にもない」「自
分で覚悟を決めて戻るのであればそれはそれでいい」と言っている自分が現実である。
鹿角で結婚をし子育てをし、夫婦共稼ぎでも年収が多くなく、進学したい子供に満足に
費用を出してやることもできなかった。子供が戻ってくれるのはありがたいこと。しか
し、実際には仕事、住居等、考えることはある。まだまだ、立派な空き家がある。活用で
きたらと思う。鹿角が元気になることを望みます。 

花輪 女性 50 代 

個人情報が守られてないと感じました。息子は発達障害です。その支援がまったくなく
幸いにも息子は自ら前に進もうと頑張ってリモートで盛岡の学校にお世話になってま
す。わたしは職場には息子が障害者であることを伝えていなかったのに「障害者支援セ
ンターのものですが」と急に電話がありました。くしくも職場の方々に知られる事とな
りました。私たちの職業は個人情報守秘義務が当然と思っていました。鹿角市の福祉業
務に関わる職員のレベルの低さを感じました。自分が関わっている仕事に対しての責任
やプライドを持たずだらだらと仕事を続けている人は必要ないと思います。こんな職員
がいることに情けないとすら感じました。わたしのまわりには社会と馴染めず引きこも
りになっている若い人がたくさんいます。その方達の事も考えていかなければいけない
と感じています。時代の変化とともに頭の固い古い柔軟性のない大人はいらないのです。
ひとりひとりの個性に合わせた社会生活も考えてあげるべきだと思います。鹿角市には
そういった窓口がありません。あるのかもしれないけど、そういう子達は自ら発信する
ことは難しいです。市役所の無駄な人件費をそういう弱者の人達のケアをできる人材に
育てていくことも大切だと思います。これらの問題は少子化問題にも繋がっていくと思
ってます。もっと開かれた弱者に寄り添える鹿角になって欲しいです。強く絶望します。 

十和田 女性 50 代 
古い家の固定資産税を安くして欲しい。家族で二人以上施設に入っている人にそれなり
の補助が欲しい。生活するのが大変です。 

十和田 女性 50 代 
同じ鹿角市とは言え平等ではないとずっと思っている。本気で良くしていきたいなら、
そもそも地区ごとではなく全体で良くしていかなければ不満は続くと思う。 

十和田 その他 50 代 

・高齢者にやさしい町だが若者には楽しみのない町だと思う。若者が楽しめる所がない。 
・頭がかたい、えらぶっている人が多いのでは。 
・草むらや高速道路ふきんの⽊の伐採とかしないのですか？ 
・七夕、十和田交番から歩道橋までのホコ天に使っても良いのでは。十和田のホコ天に
は、軽トラのお店を出してもらうとか。 

花輪 男性 60 代 風力発電阻止頑張って下さい 

花輪 女性 60 代 

大町のアーケード街を歩く方が、ものすごく減少しましたね。利用したいが人通りが少
ないと入りづらいのかな？とあの辺りを利用して歩行者天国の様なイベントをして各商
店がその店のくじの商品を店の前にならべる等して、後は子供達の活動と同時進行にし
ていけば良いかなって思います。 

十和田 男性 60 代 介護保険料が高すぎる。算定基準を示してもらいたい。 
尾去沢 男性 60 代 市の鳥声良し鶏の像は駅前かコモッセに移動してほしい。 

花輪 男性 70 歳以上 
働くことができる高齢者にとっては、余裕時間が非常に不足。多様な人生は、複雑でおも
しろいのだが、だんだんと他人までの気づかいはうすれていきそうな気がする。 

花輪 男性 70 歳以上 コモッセ内に郵便ポスト及び ATM があれば良いと思う。 

花輪 女性 70 歳以上 
さらに⻘垣山に鉄塔が立つとのお話もあり、自然が壊されるのか？と思ったりします。
この町に住む者として良き方向へ進んでくれたらと思います。 
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花輪 女性 70 歳以上 

２社が勧めている風力発電は、百害あって一利なしだと思いますので市もよくよく思慮
深く検討下さい。理由 １．（工事をすることによって）ますます近年、大雨による土砂
崩れ、川の氾濫等、自然災害が非常に多くなってきた事 ２．鉛山鉱山と呼ばれる花輪鉱
山の後地（も含む）だという事（毒が混って、農業、田んぼが作れなくなる、水も飲めな
くなる） ３．身体に感じる音、もしくは、地下からの振動による身体への影響 ４．動
物も住めなくなるような環境になること ５．最近、地震が非常に多発している事 ６．
２０年かけて山道を造り、２０年しか可動しないで撤去（９ｍ以上の風でないと動かな
い？）作る意義をみいだせません。 ７（他にも･･･） 鹿角の未来のために安心、安全
に暮らせるまちにしたいが為ですのでよろしくお願いします。 

十和田 男性 70 歳以上 
鹿角市は年々お年寄が増えてきてますが、今廃業している「五の宮の湯」を市で営業すれ
ばお年寄りとかスポーツ選手は助かると思います。 

十和田 女性 70 歳以上 
毎日の生活の中で店がなくなり、お風呂場が詰まって休みになったり、日常が壊れてい
くし、コミュニケーションがとれず、活す場、人と会う場、機会がどんどん減っている。
暮らしにくくなっている。 

八幡平 女性 70 歳以上 

花輪鉱山跡地に風力発電の風車が建てられる件についてですが、私は若い頃⿊鉱の鉱山
町に住んでおり、⿊鉱の鉱山跡地は地盤が弱いと聞いています。そこに風車を建てるこ
とで山が崩れ坑道に注入していた鉱毒水が流出し米代川が汚染されるのではないかと危
惧しています。水質汚染は鹿角市だけではなく下流の市町村にも多大な被害を及ぼすこ
とになると思います。市⺠が安心して暮らせる住環境を守ってくれることを市に期待し
ています。 

尾去沢 女性 70 歳以上 

少子高齢化で人口が少なく、私の住むところも空家だらけで、農地も宅地も整備するの
は高齢者ばかりです。熊がふつうに出没し、外にでて草とりもビクビクです。親が他界し
て、どこにあるかもわからない山林、跡継ぎも相続の手続のための資金がなく、家族とい
う昔ながらのつながりもないのが現状です。尾去沢は、ほとんどの土地が三菱のもので
す。大昔はみんなが、畑や小屋とか、自由に使っていたけど、今はほとんどの土地は手つ
かずの山野です。草かりも熊が出る場所は昨年はやってくれてたみたいですが、もっと
山奥になれば荒れ放題です。昨年は、熊のせいで花輪の町おどりも中止になりました。住
みやすいって何でしょうか？ 
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（7）AI テキストマイニングの活用による分析 
設問 14 で記述のあった自由意見について、AI テキストマイニングにより可視化しています。

テキストマイニングは、大量のデータから必要な情報を抽出するのに役立ちます。ユーザーロー
カルのテキストマイニングツールにより解析しており、単語をスコア化し、スコアが高い単語を
複数選び出して、その値に応じた大きさで図示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ユーザーローカル テキストマイニングツール（https://textmining.userlocal.jp/）による分析） 
 

スコアを⽐較した結果、最も高かった単語は、「市政」です。市政の先行きや若者の流出を懸念する
声があり、鹿角市が元気になることが望まれています。市職員が地域に誇りを持ち、職員教育を充実
させることを期待する意見や、批判を恐れない大胆な市政運営を期待する意見もありました。若者や
地域の担い手が定住しやすい、幅広い市⺠のための開かれた市政が求められています。 

２番目は「住みやすい」です。市⺠の声や生活環境を丁寧に捉え、誰もが楽しく安心して暮らせる、
住みやすい鹿角市にしてほしいという声があります。特に、医療体制や出産環境への不安があり、若
い世代が安心して住み続けられる環境づくりが求められています。 

３番目は「市⺠」です。市⺠が安心して暮らせる医療や住環境の確保を最優先に、市⺠の声や生活
実態を丁寧に捉えた市政が期待されています。また、鹿角らしい特色を生かして市⺠の誇りを高める
とともに、市職員の意識改⾰を進め、「市⺠ファースト」の視点で政策や行政サービスの改善に取り組
んでほしいという声が寄せられています。 

４番目は「市役所」です。職員が働きやすい環境づくりや職員教育、ハラスメント防止など、組織
内部の改善を求める声があります。また、市⺠が気軽に相談でき、手続きも利用しやすい庁舎・窓口
への改善が期待されています。一方で、現在の職員の働きぶりを評価し、正義と倫理観を持って業務
に取り組んでほしいといった応援の声も寄せられています。 
 ５番目は「熊」です。クマの出没や被害に対する不安が非常に強く、安心して生活や子育て、通学、
農作業ができるよう、継続的かつ強力な対策を求める声が多くあります。個体数の抑制に加え、空き



78 令和８年度市⺠アンケート報告書 

家や⽊の実がなる樹⽊の管理など、クマを市街地に寄せ付けない環境整備を進めてほしいという意見
もあります。 
 その他にも、「除雪」では、除雪の強化や、大雪を想定した事前の備えを求める声がある一方で、道
路の除雪はきれいでありがたいとの評価もあります。「空き家」では、空き家の増加への対応を求める
声があります。所有者による適切な管理・解体を基本としつつ、まだ活用可能な空き家を地域資源と
して有効活用し、地域の活性化につなげてほしいという意見もありました。 
 これらの貴重なご意見につきましては、全庁で情報共有するとともに、次年度以降の事務事業等に
反映できるよう検討していきます。 
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   資  料 
 
 
 

令和 8 年度市⺠アンケート回答票 
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令和８年度市民アンケート 

紙による回答用  

 

 

 

 

１ 約１５分で回答が終了します。 

２ 回答の難しい設問は飛ばしても大丈夫です。 

３ インターネットでのご回答が便利です。 →→→ 

  （・約 10 分で終了  ・投函不要  ・いつでもどこでも回答可） 

鹿角の未来を共に創りましょう！ 

あなた自身について、おたずねします

設問１ あなたの住んでいる地区、性別、年代をお答えください。 

①住んでいる地区 
１ 花輪         ２ 十和田 

３ 尾去沢        ４ 八幡平 

②性別 
１ 女性         ２ 男性 

３ その他(答えたくない・わからない） 

③年代 

１ 30 歳未満       ２ 30 代 

３ 40 代         ４ 50 代 

５ 60 代         ６ 70 歳以上 

はじめに 
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設問２ あなたは、市が進めてきた取組（※）にどのくらい満足していますか。また、今

後のまちづくりにとってどのくらい重要であると考えていますか。それぞれ 1 つ
ずつ選んで○をつけてください。 

 
基本戦略１ 活力を生む地域産業・生業を支える 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

① 
地域産業の成長に対す

る支援 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

② 
市民等の意欲のある就

労・就農に対する支援 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

③ 
市内外からの産業の担

い手の確保 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

基本戦略２ 元気で健やかな暮らしを支える 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

④ 
健康診査の推奨や運
動による心身の健康
づくり 

５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑤ 
適切な医療を受けら

れる体制の整備 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑥ 
結婚の希望が叶うよ

う応援 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑦ 
地域ぐるみの子育て

支援の充実 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑧ 
高齢者のいきいきと

した暮らしの支援 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

鹿角市の政策についておたずねします 
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 取組の例 

 ① 
・市内企業の設備や人材育成支援、製品の価値を高める取組 

・農林業経営者への支援、農業用地の整備及び被害の防止 

 ② 

・求職者への支援と快適な職場環境の形成 

・女性・若者の活躍促進（資格取得、テレワークの導入） 

・農林業従事者への支援など 

 ③ 
・Ｕターン、Ｉターン就職者への支援 

・外国人労働者の受入環境の構築 

 

 

 取組の例 

 ④ 

・健康診査と感染症予防 

・生活習慣病予防と健康意識の啓発 

・母子保健の充実 

 ⑤ 
・病院機能の充実 

・医療従事者の確保 

 ⑥ 
・男女の出会いの場の提供 

・結婚支援 

 ⑦ 
・出産・育児に対する経済的支援 

・子育て環境の充実 

 ⑧ 
・高齢者に対する生活援助 

・高齢者に対する介護・認知症予防 

 

※市が令和３年度～７年度まで進めてきた３２項目の具

体的な取組方針についてご興味のある方は、右の二次元
コードからアクセスいただき、ご一読ください。 

 
 

 
第７次鹿角市総合計画 

前期基本計画（概要版） 
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市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

⑨ 

障がいや国籍にかか
わらず誰もが尊重さ
れ、社会参加できる地
域づくり 

５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

基本戦略３ 快適で安らぎのある暮らしを守る 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

⑩ 
上下水道による衛生
的で良好な生活環境
の確保 

５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑪ 
安全・安心な住まいづ

くりの推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑫ 
地域に合った公共交

通手段の確保 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑬ 
ごみの適正処理と資

源リサイクルの推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑭ 
緑と水が映えるまち

の環境を保全 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

基本戦略４ 暮らしの安全・安心を高める 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

⑮ 
自助・共助による災害
への対応力のある地
域づくり 

５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑯ 
火災や救急に対する

体制強化の推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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取組の例 

 ⑨ 

・障がいのある人への生活援助や就労支援 

・生活困窮者や引きこもり等に対する自立支援 
・外国人に対する生活支援 

 

 

 取組の例 

 ⑩ 
・水道水の安定供給 
・下水道等による生活排水対策 

 ⑪ 
・市営住宅や民間住宅における住環境の向上 

・空き家等の適正管理 

 ⑫ 
・公共交通を支える仕組みの構築 

・公共交通網の維持確保 

 ⑬ 
・ごみの削減やごみ出しマナーの向上 

・資源リサイクルの推進 

 ⑭ 
・自然環境や景観の保全 

・不法投棄や鳥獣被害の防止 

 
 

 取組の例 

 ⑮ 
・地域レベルでの防災力の向上 
・災害時の迅速な情報提供 

 ⑯ 
・火災予防、応急手当の啓発と専門職員の育成 

・消防施設、設備及び消防団活動の充実 
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市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

⑰ 
災害に強いまちの基

盤整備の推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑱ 
防犯や交通安全の推

進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

基本戦略５ 未来に羽ばたく人材を育てる 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

⑲ 
子どもから青少年ま

での生きる力の育成 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

⑳ 
地域の特色ある教育

活動の実施 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉑ 
自ら学び、行動する社

会人の支援 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

経営戦略１ まちに人・モノ・外貨を呼び込む 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

㉒ 
人や地域の活力を生

む交流の促進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉓ 
販売重視型農業と6次

産業化の推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉔ 
稼げる観光振興の推

進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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 取組の例 

 ⑰ 
・道路や橋の安全確保 

・水道管の耐震化 

 ⑱ 
・消費者トラブルの未然防止・拡大防止 

・交通事故防止の推進 

 

 

 取組の例 

 ⑲ 

・児童生徒の学習環境や通学環境の充実 

・児童生徒の学力向上 

・健全な青少年の育成 

 ⑳ 
・家庭・地域社会・学校の連携 

・ふるさと教育やキャリア教育の推進 

 ㉑ 
・市民の自発的な学習活動の促進 

・コモッセなどの文化・芸術拠点の機能の充実 

 

 

 取組の例 

 ㉒ 

・市外在住者による本市の地域課題解決に向けた活動の促進 

・地域間交流の充実 

・移住や定住の促進 

 ㉓ 
・農畜産品の生産拡大や、加工により価値を高める取組の推進 

・農畜産品の消費・販路の拡大 

 ㉔ 
・市の観光資源の魅力向上 
・インバウンド客の受入態勢づくり 
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市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

㉕ 
スポーツの力による

まちの魅力向上 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉖ 次世代産業の創出 ５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

経営戦略２ 「世界遺産のまち」をつくる 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

㉗ 文化財の保存 ５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉘ 
ヘリテージ・ツーリズ
ム（文化遺産の観光資源

としての活用）の推進 

５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 
経営戦略３ まちの経営力を高める 

市の取組項目 

これまでの 満足度 これからの 重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 
わから

ない 
重要 

やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

ない 

重要で 

ない 
わから

ない 

㉙ 
効率的な行財政運営

の推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉚ 
未来技術の導入の推

進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉛ 

多様な主体（自治会や各

種コミュニティ）の力で
共に発展するまちづ
くりの推進 

５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

㉜ 
コンパクトなまちづ

くりの推進 
５ ４ ３ ２ １ ０ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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 取組の例 

 ㉕ 
・スポーツと観光による交流人口の拡大 

・全国級の大会の開催や、選手及び役員の育成・確保 

 ㉖ 
・デジタル化への対応による市への企業参入の促進 

・カーボンニュートラルの推進及び次世代エネルギー産業の育成 

 

 

 取組の例 

 ㉗ 
・伝統芸能の後世への保存や担い手の育成 

・文化財の維持管理と市民意識の向上 

 ㉘ 
・市民の歴史文化に親しむ機会の創出 

・市が有する文化遺産の海外発信 

 
 

 取組の例 

 ㉙ 
・公共施設の効率的な維持管理 

・市民サービスを支えるための市税や税以外収入の確保 

 ㉚ 
・ICT（情報通信技術）の進展に適切に対応できる環境整備 

・市民サービス向上に向けた未来技術の導入 

 ㉛ 
・まちづくりに係る地域人材の育成・活動支援 

・お互いに支え合える自治会活動の充実 

 ㉜ 
・中心市街地の空き家等を利活用した居住人口の集積 

・まちなかエリアの交通アクセスと魅力の向上 
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設問３ あなたは、普段どれくらい「運動」（ウォーキングや軽い体操）や健康を意識し

た「生活活動」（農作業や家事、階段の上り下り等も含む）を行っていますか。 

１．ほぼ毎日 

２．週に１回程度 

３．月に１回程度 

４．ほとんど行っていない 

 

中心市街地についておたずねします 

ここでいう中心市街地は、線で囲まれた以下の区域を指します。 

 

設問４ あなたは、中心市街地の生活環境（住みごこちだけでなく、交通の便や公共施

設の配置など中心地としてのまちの便利さ）に満足していますか。 

１．満足している 

２．やや満足している 

３．やや不満である 

４．不満である 

運動の実施状況についておたずねします 

主に行っている運動や活動：         

 

１回あたりの時間：   約     時間 

           （約      分） 

不満と感じる理由 
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設問５① バス（予約型乗合タクシーを含む）または鉄道（以下、「公共交通機関」と

いいます。）の利用頻度はどれくらいですか。 

１．週２回以上利用 

２．週１回くらい利用 

３．月に１回以上利用 

４．年に数回利用 

５．数年間利用したことがない 

設問５② あなたは、普段の生活で、公共交通機関による移動に不便を感じています

か。 

１．感じる 

２．感じない 

３．あまり利用しないのでわからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コモッセの利用状況についておたずねします 

設問６ あなたは、昨年度１年間にコモッセをどれくらい利用しましたか。  

１．毎週           

２．月１回くらい 
３．年３回くらい 

４．年１回 

５．利用しなかった 

公共交通についておたずねします 

不便を感じる理由 

利用した目的は何ですか（複数回答

可） 

１．通勤・通学 
２．通院 

３．買い物 

４．その他  

利用しなかった理由 
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設問７ あなたは、昨年度１年間に市内外で文化芸術鑑賞（※）をしましたか。 

※文化芸術とは、音楽、演劇、舞踊、映画、メディア（アニメーション、漫画）、美術

館、展覧会、コモッセのギャラリー展示などを示します。 

１．鑑賞した         

２．鑑賞しなかった  

 

 

カーボンニュートラルについておたずねします 

設問８① 市では、2030 年までにカーボンニュートラル（※）を達成することを令和

４年３月に宣言しました。このことを知っていましたか。 

※地球温暖化の原因である二酸化炭素の排出量と森林による吸収量のバランス
をとることを言います。 

１．知っていた 

２．知らなかった 

 

設問８② 地域電力会社「株式会社かづのパワー」が地元の水力、地熱、風力などの再
生可能エネルギー由来の電気を公共施設だけでなく市内のご家庭や事業所に
も供給しています。このことを知っていましたか。 

１．知っており、利用に関心がある 

２．知っていたが、利用は考えていない 

３．知らなかったが、利用に関心がある 

４．知らなかったし、利用も考えていない 

５．わからない 

芸術鑑賞についておたずねします 

※２の場合 

そのように回答した理由 

そのうちコモッセで何回鑑賞しましたか 

１．４回以上 

２．１～３回 

３．なし 

鑑賞しなかった理由 
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市では学びがいのある教育環境の維持、向上を目指し、鹿角高校の魅力化に向けた取

組を進めています。今年度策定する「鹿角高等学校魅力化ビジョン」の参考とするた

め、鹿角高校に対する印象等について伺います。 

設問９① 現在の鹿角高校について、あなたはどのようなイメージや印象を持っていま

すか。あてはまるものを最大３つまで選び、○をつけてください。 

１．生徒の礼儀やマナーが良く、明るい雰囲気がある 

２．地域行事やボランティアなど、地域社会との関わりが深い 
３．進学・就職や部活動などで、実績を出している（出そうとしている） 

４．普段どんな活動をしているか、情報が届いておらずよくわからない 

５．鹿角高校ならではの特色が見えにくい 

６．その他（                          ） 

 

設問９② あなたのお住まいの地域では、鹿角高校との関わりや高校生の存在を身近に

感じますか。 

１．身近に感じる 
２．ある程度感じる 

３．あまり感じない 

４．ほとんど感じない 
５．わからない 

 

設問９③ 鹿角高校で学んだ生徒たちには、将来どのような大人になってほしいと思い

ますか。最も期待するものを１つ選び、○をつけてください。 

１．鹿角に愛着を持ち、住み続けながら、地域産業など地域の発展を支える人 

２．いったん鹿角を離れたとしても、いつかは戻り、外で得た経験を活かして
くれる人 

３．鹿角を離れても、つながりを持ち続け、応援してくれる人 

４．鹿角に限らず、自らの目標に向かって国内外で活躍する人 

 

  

鹿角高校についておたずねします 
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設問９④ 鹿角高校で学んだ生徒たちには、どのような力を身に付けてほしいと思いま

すか。最も期待するものを１つ選び、○をつけてください。 

１．鹿角への愛着や地域への理解 
２．社会の変化に柔軟に対応し、自ら課題を見つけ、解決に向けて挑戦し続け

る力 

３．多様な価値観を持つ人々と、互いに尊重・協力し合う力 
４．グローバルな視野で社会を見る力 

 

 

設問 10① あなたは市からの情報（お知らせ）を入手する手段として実際に利用し、

欠かせないと感じているものはどれですか。（複数回答可） 

１．広報かづの（広報紙） 
２．ホームページ 
３．新聞 
４．コミュニティＦＭラジオ（鹿角きりたんぽＦＭ） 
５．メール配信サービス 
６．ＳＮＳ 
７．何も情報を入手していない 

 

設問 10② あなたは現在、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、エックス、インスタグラムなど）を利

用していますか。 

１．はい 

 
 

 

２．いいえ 

 

 

 

市の情報発信方法についておたずねします 

それはどのＳＮＳですか。（複数選択可） 

１．ＬＩＮＥ（ライン） 

２．Ｘ（エックス） 

３．Instagram（インスタグラム） 

４．Facebook（フェイスブック） 

５．その他（            ） 



                            令和８年度市⺠アンケート報告書 95 

市では、既存の公共施設等を活用し、中高生や若者が安心して過ごし、交流や挑戦が

できる場を試行することを検討しています。あわせて、その場を大学生・社会人との交

流、オンライン学修、地域課題に関する学びなどへ広げ、将来的には大学等との連携に

よる学びの拠点づくりにつなげる可能性も含めて、皆様の考えをお聞きします。 

設問 11① 市が、既存公共施設等を活用し、中高生や若者が安心して過ごし、学び・

交流・挑戦できる場を試行することについて、あなたの考えに最も近いもの

１つに〇をつけてください。 

１．積極的に進めるべきだと思う 
２．まずは試行し、効果を見ながら進めるべきだと思う 

３．必要性は理解できるが、既存の活動や施設利用の充実を優先すべきだと思

う 
４．財政負担や人員体制を踏まえ、慎重に検討すべきだと思う 

５．必要性をあまり感じない 

６．わからない 

１～４を選んだ方は、設問 11②へ、５～６を選んだ方は設問 11①-2 へお進みください。 

設問 11①-2 ①で５または６を選択した方におたずねします。その理由として、あな

たの考えに近いものを２つまで選び、〇をつけてください。 

１．新たに試行するより、既存の施設利用や既存の活動で対応できると思うた
め 

２．財政負担や人員体制への影響を慎重に考える必要があるため 

３．施設管理や安全管理、トラブル対応への懸念があるため 
４．周辺住民や既存利用者との共存に配慮が必要だと思うため 

５．他に優先すべき施策があると思うため 

６．まずは試行の結果を見てから判断したいと思うため 
７．その他

（                             ） 

設問 11①-2 に回答した方は、設問 12①へお進みください。 

 

 

若者の居場所・学び・挑戦の拠点づくりについておたず

ねします 
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設問 11② 中高生や若者が立ち寄れる場を試行する場合、特に重視すべき内容は何だ

と思いますか。３つまで選び、〇をつけてください。 

１．気軽に立ち寄り、安心して過ごせる時間をつくること 

２．勉強や読書、調べものができる環境を整えること 

３．Wi-Fi・電源など、スマホやパソコンを使いやすい環境を整えること 
４．友人同士で交流したり、自由に過ごせる雰囲気をつくること 

５．地域の大人や社会人に相談・交流できる機会をつくること 

６．大学生や市外の若者と交流できる機会をつくること 
７．若者が企画や地域活動に挑戦できる機会をつくること 

８．わからない 

 

設問 11③ 中高生や若者が立ち寄れる場を試行する場合、場所や運営の条件として特

に重視すべき内容は何だと思いますか。３つまで選び、〇をつけてくださ

い。 

１．学校・仕事帰りや休日に立ち寄りやすいこと 

２．公共交通・送迎・冬期間を含め、通いやすいこと 

３．安心して利用でき、見守りや管理がしやすいこと 
４．活動内容に応じて、スペースを使い分けやすいこと 

５. 開設日や利用時間を設定しやすいこと 

６．既存利用者や周辺住民と共存しやすいこと 

７．整備費や運営負担を抑えられること 
８．わからない 

 

設問 11④ このような取組を地域で支えていくためには、地域の大人や市民にどのよ

うな関わり方が必要だと思いますか。３つまで選び、〇をつけてください。 

１．温かく見守る 

２．話を聞く・相談に乗る 
３．地域行事や体験活動に協力する 

４．仕事や経験、地域の知識を伝える 

５. 活動場所・体験機会・地域課題を提供する 
６．若者の企画や活動を手伝う 

７．関わり方を学ぶ機会をつくる 

８．特に必要だと思うことはない 
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設問 11⑤ こうした取組を試行した後、継続・発展を判断する際に、特に重視すべき

ことは何だと思いますか。３つまで選び、〇をつけてください。 

１．中高生や若者が継続して利用し、安心して過ごせていること 

２．騒音・ごみ・トラブルが少なく、周囲と共存できていること 

３．若者の挑戦や企画参加につながっていること 
４．鹿角の仕事・暮らし・地域課題への関心につながっていること 

５. 地域の大人・企業・団体の協力が生まれていること 

６．大学生・社会人など、多様な人との交流や学びにつながっていること 
７．オンライン講座・AI・データ活用などの学びにつながっていること 

８．費用や人員の負担が、効果に見合っていること 

 

 

設問 12① あなたや家族の具合が悪くなったとき、どこで受診したらよいか相談でき

る窓口として、知っているものはありますか。 

１．はい 

 
 

 

 
 

２．いいえ 

設問 12② ①で２を選んだ方におたずねします。相談窓口を知らなかった理由は何で

すか。 

１．知る必要がなかったから 

２．知る機会がなかったから 

３．総合病院を受診するから 
４．救急外来を利用するから 

５．その他（              ） 

 

医療に対する意識についておたずねします 

知っている相談窓口は次のうちどれですか 

（複数選択可） 

１．かかりつけ医 

２．かかりつけ医以外の医療関係者 

３．テレフォン病院２４（0120-959-783） 

４．♯８０００（子ども医療電話相談） 

５．インターネットでの情報検索やＳＮＳでの相談 

６．その他（              ） 
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まちの満足度についておたずねします 

あなたが思うまちの満足度について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

設問 13① 産業（会社、店舗、農業など）は元気で活力があると思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  

 

設問 13② 心身ともに健康な暮らしができるまちだと思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 
３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  

 

設問 13③ 生活環境が快適なまちだと思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  

 

設問 13④ 安全で安心して暮らせるまちだと思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  

 

設問 13⑤ 市外から人が訪れたくなる魅力のあるまちだと思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 
３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  

 

設問 13⑥ 文化遺産が豊富で誇れるまちであると思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  

 

設問 13⑦ 自分に必要な行政サービスが受けられていると思いますか。 

１．そう思う            ２．どちらかといえばそう思う 
３．どちらかといえばそう思わない  ４．思わない  
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設問 14 市の政策・事業・各種手続き等について知りたいことや、市に対する提言等

がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。紙による回答の場合は、同封の返信用封筒（切

手不要）に本票を封入し、６月１２日（金）までに  ポストにご投

函ください。  

〈問い合わせ先〉鹿角市総務部政策企画課総合戦略室 電話：30-0201 
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